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四
九

　

敬
光
律
師
は
、
江
戸
中
期
に
天
台
復
興
運
動
を
推
進
し
た
天
台
寺
門
派
の

学
匠
で
あ
る
。
律
師
は
、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
、『
山
家
正
統
学
則
』、『
円

戒
膚
談
』
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
天
台
・
密
教
・
戒
律
な
ど
、
多
岐
に
亘

る
幾
多
の
典
籍
を
著
し
、
近
世
天
台
の
復
興
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
。
特

に
こ
の
時
期
、
天
台
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
安
楽
律
論
争
な
ど
の
紛
争
が

あ
る
中
、
敬
光
律
師
は
山
家
正
統
の
円
戒
復
興
に
尽
力
し
、
自
ら
円
戒
の
典

籍
を
著
し
、
天
台
に
お
け
る
円
戒
護
持
の
正
統
性
を
提
唱
し
た
。
し
か
し
残

念
な
が
ら
、
こ
の
敬
光
律
師
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
殆
ど

な
さ
れ
ず
、
律
師
に
つ
い
て
の
論
説
が
若
干
あ
る
ば
か
り
で
あ
り
、
近
世
戒

律
思
想
研
究
の
上
か
ら
も
、
律
師
の
円
戒
に
関
す
る
著
作
に
つ
い
て
の
研
究

は
な
さ
れ
て
い
な
い
。　

　

本
稿
で
は
、
近
世
天
台
に
お
け
る
戒
律
論
争
の
展
開
を
概
観
し
、
そ
の
戒

律
論
争
の
終
局
に
、
円
戒
の
教
学
を
復
古
大
成
し
た
敬
光
律
師
の
一
著
作
を

取
り
あ
げ
た
。
具
体
的
に
は
『
梵
網
律
宗
僧
戒
説
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
そ

の
本
文
を
翻
刻
し
、
そ
の
内
容
を
精
察
会
通
せ
ん
と
す
る
、
い
わ
ば
梵
網
律

研
究
の
序
説
的
研
究
ノ
ー
ト
が
本
稿
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
・
・ 

・
梵
網
律
、
円
戒
、
菩
薩
戒
、
敬
光
顕
道
、
安
楽
律

　

一
、
近
世
天
台
戒
律
思
想
の
展
開　

　

近
世
の
戒
律
復
興
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
明
忍
律
師
が
通
受
自
誓
の
受
戒
に

よ
っ
て
、
二
百
五
十
戒
を
受
具
す
る
こ
と
に
始
ま
る
。
律
師
は
京
都
槇
尾
山
平

等
心
王
院
（
後
に
西
明
寺
）
を
再
興
し
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
戒
律
復
興
の
流

れ
が
お
こ
り
、
専
ら
真
言
宗
徒
を
中
心
に
持
戒
遵
守
の
風
潮
が
振
興
す
る
こ
と

と
な
る
。
特
に
寛
文
年
間
に
は
、
こ
の
平
等
心
王
院
に
受
具
し
た
慈
忍
慧
猛

が
、
河
内
の
青
龍
山
野
中
寺
を
四
方
僧
坊
と
し
て
再
興
し
、
野
中
寺
一
派
を
興

す
こ
と
と
な
り
（
一
六
七
〇
年
頃
）、
さ
ら
に
平
等
心
王
院
に
受
具
し
た
賢
俊

良
永
の
流
れ
を
く
む
高
野
山
真
別
所
・
円
通
律
寺
三
世
で
あ
っ
た
快
円
恵
空

は
、
泉
州
堺
に
大
鳥
山
神
鳳
寺
を
復
興
し
、
賢
俊
の
法
嗣
で
あ
り
自
ら
の
師
匠

で
も
あ
っ
た
真
政
円
忍
を
招
請
し
首
座
と
な
し
、
こ
こ
を
四
方
僧
坊
と
し
て
神

鳳
寺
一
派
（
大
鳥
派
）
が
興
る
（
一
六
七
二
年
頃
）。
こ
う
し
て
世
に
言
う
「
律

の
三
僧
坊
」
が
開
創
さ
れ
、
こ
こ
を
中
心
に
江
戸
初
期
に
は
持
戒
持
律
の
僧
風

が
世
に
浸
透
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
や
が
て
こ
う
い
っ
た
戒
律
復
興
の
趨
勢

は
、
各
宗
派
に
も
普
及
す
る
こ
と
と
な
り
、
元
禄
・
享
保
の
頃
に
は
、
妙
立
・

霊
空
の
二
師
が
出
て
、
天
台
宗
に
も
大
き
な
戒
律
復
興
の
転
機
が
訪
れ
る
こ
と

と
な
っ
た（
一
）。

　

妙
立
慈
山
は
、
十
七
歳
に
し
て
雷
峰
禅
師
の
下
で
出
家
し
、
寛
文
四
年

（
一
六
六
四
）
に
坂
本
に
草
庵
を
構
え
四
方
に
遊
学
し
、
同
八
年
に
叔
父
の
勧

め
に
よ
っ
て
、
泉
涌
寺
に
入
っ
て
大
蔵
経
を
閲
覧
修
学
し
た
。
泉
涌
寺
俊
芿
律

師
の
律
風
に
影
響
を
受
け
、
槇
尾
山
西
明
寺
に
登
り
通
受
自
誓
を
求
め
た
が
、

途
中
で
智
本
律
師
が
法
衣
の
下
に
、
内
衣
に
白
衣
を
着
す
る
を
見
て
疑
い
を
起
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五
〇

こ
し
、
坂
本
の
草
庵
に
も
ど
り
、
瑜
伽
羯
磨
を
用
い
ず
、
瓔
珞
羯
磨
に
よ
っ
て

自
誓
受
具
し
た
。
持
戒
堅
固
な
生
活
を
奉
じ
、
終
に
志
を
禅
宗
か
ら
天
台
に
転

じ
て
、
趙
宋
四
明
の
天
台
を
提
唱
し
、
大
い
に
四
分
兼
学
の
律
儀
を
宣
揚
し
た
。

し
か
し
山
門
の
大
衆
は
、
こ
れ
を
異
端
と
し
て
一
山
よ
り
追
放
し
、
妙
立
は
畿

内
各
地
に
講
説
ま
た
授
戒
し
、
多
く
の
道
俗
を
教
化
し
て
、
や
が
て
聖
護
院
道

祐
法
親
王
、
梶
井
宮
盛
胤
法
親
王
な
ど
の
庇
護
を
受
け
た
。
門
人
に
は
霊
空
、

玄
門
が
お
り
、
元
禄
三
年
に
世
寿
五
十
四
歳
で
、
洛
東
・
有
門
庵
で
遷
化
し
た
。

著
書
に
『
円
頓
章
句
解
』『
十
重
俗
詮
』
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
霊
空
光
謙
は
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
比
叡
山
に
登
り
、
正
覚
院

に
寓
し
台
教
を
修
学
し
、
は
じ
め
玄
旨
帰
命
の
教
え
を
受
け
る
も
、
延
宝
六
年

妙
立
の
室
に
入
り
そ
の
非
を
悟
り
、
梵
網
戒
を
受
け
仏
制
を
堅
持
し
た
。
洛
中

内
外
に
経
疏
を
講
じ
、
門
下
に
多
く
の
学
徒
が
慕
い
集
ま
り
、
梶
井
宮
法
親
王

や
輪
王
寺
宮
公
弁
法
親
王
な
ど
の
寵
遇
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
元
禄

三
年
（
一
六
九
〇
）
妙
立
律
師
が
有
門
庵
に
遷
化
す
る
に
あ
た
り
、
霊
空
は
そ

の
師
席
を
継
ぎ
、
同
六
年
に
は
輪
王
寺
宮
法
親
王
の
命
に
よ
り
、
叡
山
の
安
楽

律
院
を
再
興
し
、
こ
こ
を
弘
律
の
道
場
と
な
し
て
、
師
の
妙
立
の
霊
廟
を
こ
こ

に
移
し
て
中
興
第
一
祖
と
し
た
。
さ
ら
に
、
同
十
一
年
に
は
大
悲
懺
を
修
し
て

好
相
を
祈
念
し
、
野
中
寺
の
湛
堂
慧
淑
を
招
請
し
、
証
明
師
と
な
し
て
自
誓
受

戒
し
て
比
丘
と
な
る
。
こ
れ
よ
り
、
叡
山
の
安
楽
律
院
は
四
分
律
兼
学
の
律
院

と
し
て
、
幕
末
ま
で
興
起
す
る
こ
と
と
な
る
。
安
楽
律
で
は
、
先
ず
伝
教
大
師

が
六
条
式
に
説
く
円
の
十
善
戒
（
文
殊
問
経
所
説
の
沙
弥
の
十
戒
）
を
授
け
、

登
壇
受
具
し
て
初
修
業
の
菩
薩
（
形
同
）
沙
弥
と
な
し
、
浄
土
院
に
待
真
条
制

を
定
め
祖
廟
に
奉
仕
せ
し
め
、一
紀（
十
二
年
）籠
山
の
制
を
復
興
し
た
。
ま
た
、

一
紀
成
満
す
れ
ば
安
楽
律
院
に
お
い
て
瑜
伽
羯
磨
に
よ
り
、
別
受
沙
弥
戒
を
授

け
て
法
同
沙
弥
と
な
し
、
さ
ら
に
瓔
珞
羯
磨
に
よ
っ
て
二
百
五
十
戒
を
受
具
し

て
大
僧
と
な
す
と
い
う
階
梯
が
こ
こ
に
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
は
、
久
修
園
院
（
真
言
律
）
の
宗
覚
律
師
が
、

『
弾
妙
立
破
霊
芝
章
』
を
著
し
、
妙
立
の
戒
義
を
破
斥
す
る
。
こ
れ
は
、
か
つ

て
妙
立
が
霊
芝
記
主
の
戒
体
を
破
し
、
天
台
性
無
作
仮
色
の
戒
体
説
を
弁
じ
た

こ
と
に
対
す
る
反
駁
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
霊
空
は
『
弾
々
章
』
を
著
し

応
酬
し
、
こ
こ
に
両
者
間
に
三
難
三
破
に
及
ぶ
論
争
が
展
開
さ
れ
る
。
ま
た
、

宝
永
元
年
（
一
七
〇
三
）
三
井
寺
の
義
瑞
性
慶
は
、
内
外
境
の
義
に
つ
い
て
霊

空
の
説
を
非
難
し
、
霊
空
は
こ
れ
に
対
し
『
内
外
二
境
弁
』
を
呈
し
て
反
論
し
、

こ
こ
に
両
者
の
間
に
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
諍
論
は
単
に
戒
体
論
争
の
み
な
ら
ず
即
心
念
仏
義
な
ど
広
く
諸
論
に
渡
り
行

わ
れ
、
両
者
間
に
は
二
十
年
以
上
、
都
合
八
度
に
及
ぶ
論
難
が
行
わ
れ
た
と
言

わ
れ
る
。
こ
の
義
瑞
は
、
妙
立
律
師
に
受
学
し
菩
薩
戒
を
受
け
、
宗
覚
律
師
に

律
疏
を
学
び
、
さ
ら
に
湛
堂
慧
淑
律
師
の
証
明
を
受
け
自
誓
得
戒
し
て
大
僧
と

な
っ
た
。
三
井
寺
に
法
明
律
院
を
興
し
持
戒
持
律
を
鼓
吹
し
た
が
、
そ
の
門
流

は
敬
祐
、
敬
雅
を
経
て
敬
光
へ
と
続
き
、
敬
光
は
特
に
梵
網
律
宗
を
唱
導
し
て
、

円
戒
の
復
古
を
提
唱
す
る
こ
と
と
な
る（
二
）。

　

霊
空
律
師
は
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
五
）
に
安
楽
律
院
を
そ
の
高
弟
・
玄
門

に
付
託
し
、諸
国
に
遊
説
し
て
盛
ん
に
経
疏
を
講
じ
た
。
元
文
四
年（
一
七
三
九
）

に
八
十
八
歳
で
遷
化
す
る
が
、そ
の
著
籍
は
頗
る
多
く
、『
三
大
部
講
録
』『
雹
篇
』

『
義
疏
集
註
』
な
ど
総
じ
て
六
十
二
部
二
百
余
巻
に
及
び
、そ
の
門
下
に
は
玄
門
・

智
周
・
亮
潤
・
可
透
・
本
純
、
ま
た
華
厳
の
鳳
潭
な
ど
の
名
匠
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
法
嗣
の
玄
門
は
、
は
じ
め
妙
立
律
師
に
受
業
し
律
僧
と
な
っ
た
が
、
後
に

霊
空
律
師
に
師
事
し
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
浄
名
院
を
律
院
と
改
め
、
師

命
に
よ
っ
て
江
戸
に
下
り
、
日
光
山
や
東
叡
山
に
法
説
し
律
制
を
定
め
て
、
安

楽
律
を
振
興
せ
し
め
た
。
そ
れ
に
よ
り
、安
楽
門
派
は
五
十
余
を
数
え
る
に
至
っ

た
と
言
わ
れ
る
。
特
に
妙
立
・
霊
空
・
玄
門
の
三
師
は
、
安
楽
の
三
大
和
尚
と

尊
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
安
楽
律
の
門
流
で
は
、
特
に
「
教
観
の
学
は
、
専
ら

四
明
藕
益
に
従
い
、
律
は
南
山
に
よ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
天
台
の
教
学

研
究
は
、
専
ら
宋
の
四
明
知
礼
や
明
の
智
旭
藕
益
を
範
と
し
、
南
山
の
四
分
律
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五
一

を
兼
学
し
、
厳
格
な
戒
律
主
義
を
標
榜
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る（
三
）。

　

叡
山
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
四
分
律
重
視
の
趨
勢
は
、
元
文
四
年

（
一
七
三
九
）
に
籠
山
の
僧
一
紀
十
二
年
を
成
満
す
れ
ば
、
必
ず
安
楽
律
院
に

行
き
四
分
律
を
兼
学
す
べ
き
命
が
、
公
淳
法
親
王
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
極
ま
り
を
み
せ
る
。
し
か
し
こ
う
い
っ
た
律
制
は
、
勿
論
一
向

大
乗
を
理
想
と
す
る
宗
祖
伝
教
大
師
の
戒
観
に
背
違
す
る
と
の
反
省
か
ら
、
山

門
住
侶
の
反
論
不
然
を
招
き
、
こ
こ
に
一
大
諍
論
が
勃
発
す
る
こ
と
と
な
る
。

所
謂
、
安
楽
騒
動
（
安
楽
律
論
争
）
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
安
楽
律
派
が

主
に
宋
代
以
降
の
中
国
天
台
の
教
観
相
承
に
倣
い
、
四
分
律
を
厳
守
す
る
と
い

う
新
義
天
台
の
宗
旨
に
基
づ
く
の
に
対
し
、
我
が
国
独
特
の
伝
教
を
始
め
と
す

る
三
聖
二
師
の
教
範
に
戻
ら
ん
と
す
る
祖
道
復
古
の
新
し
い
気
運
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
そ
の
嚆
矢
と
し
て
奮
然
と
安
楽
律
派
に
反
旗
を
翻
し
た
の
が
、
真

流
律
師
で
あ
る
。

　

真
流
円
耳
は
、
は
じ
め
横
川
の
禅
定
院
智
濤
和
尚
に
受
業
し
、
享
保
十
五
年

（
一
七
三
〇
）
二
十
歳
で
師
席
を
嗣
い
で
禅
定
院
の
住
持
と
な
る
。
一
紀
籠
山

を
遂
行
、
延
享
四
年
に
こ
れ
を
成
満
す
る
が
、
あ
え
て
四
分
の
小
戒
を
兼
受
す

る
こ
と
を
肯
わ
ず
、
自
ら
形
同
沙
弥
と
な
り
、
山
家
の
律
は
円
戒
の
正
旨
に
戻

る
べ
き
と
痛
論
し
、
祖
道
復
古
の
た
め
宗
祖
の
教
学
を
研
鑽
し
た
。
真
流
律
師

の
著
作
は
、『
円
頓
大
戒
綱
要
』『
山
家
円
戒
往
復
書
』『
円
戒
詒
謀
略
』『
率
溪

弊
帚
』
な
ど
多
く
、
こ
れ
ら
を
著
し
て
安
楽
律
を
徹
底
批
判
し
た
。
宝
暦
二
年

（
一
七
五
二
）
に
は
、
自
著
で
あ
る
『
顕
戒
論
闡
幽
記
』
四
巻
、『
学
生
式
顕
正

解
』
一
巻
、『
大
戒
決
疑
弾
妄
録
』
三
巻
な
ど
を
、
叡
山
管
領
の
宮
で
あ
る
輪

王
寺
宮
公
啓
法
親
王
に
奉
呈
し
、
兼
学
で
あ
っ
た
安
楽
律
の
新
制
を
撤
廃
す
る

こ
と
を
奏
じ
た
。
そ
の
後
、
安
楽
派
と
真
流
と
の
間
に
問
難
応
答
が
数
度
な
さ

れ
、
終
に
三
門
跡
の
諮
問
を
経
て
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
五
月
に
は
真
流

の
所
論
は
容
れ
ら
れ
、
兼
学
律
を
廃
止
し
、
安
楽
律
の
本
末
を
悉
く
一
向
大
乗

に
改
め
、
真
流
を
以
て
安
楽
院
の
住
持
ま
た
浄
土
院
の
別
当
と
な
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
長
年
に
渡
る
安
楽
律
派
の
反
対
諍
論
も
あ
り
、
事
は
こ
れ
で
決

着
ぜ
ず
、
安
永
元
年
（
一
七
七
一
）
六
月
公
啓
法
親
王
が
薨
去
せ
ら
れ
、
同
九

月
に
公
遵
法
親
王
が
管
領
の
宮
に
再
任
さ
れ
る
や
、
忽
ち
事
態
は
一
転
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
十
二
月
に
は
、
令
に
よ
り
再
び
一
向
大
乗
律
を
廃
止
し
て
、
兼

学
の
安
楽
律
を
復
制
し
、
真
流
律
師
は
罪
科
に
処
せ
ら
れ
、
叡
山
追
放
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
真
流
律
師
の
退
山
に
よ
り
、
安
楽
騒
動
は
一
応
終
焉

を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
山
門
で
の
安
楽
騒
動
の
終
結

の
直
後
に
、
同
じ
く
伝
教
以
来
の
祖
道
復
古
の
教
学
を
宣
揚
し
た
者
と
し
て
、

敬
光
律
師
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

二
、
敬
光
律
師
の
円
戒
研
究　
　
　
　
　
　

　

敬
光
律
師
は
、
字
を
顕
道
、
藕
峯
ま
た
恋
西
子
な
ど
と
号
し
た
。
元
文
五

年
（
一
七
四
〇
）
に
京
の
岩
倉
に
生
ま
れ
、
十
一
歳
の
時
に
三
井
寺
に
入
門
し
、

敬
雅
律
師
に
師
事
し
た
。
こ
の
敬
雅
律
師
と
は
、
か
つ
て
山
門
の
霊
空
律
師
と

論
難
し
た
寺
門
の
義
瑞
律
師
の
法
孫
で
あ
る
。
十
三
歳
の
頃
よ
り
密
修
を
も
研

鑽
し
、
専
ら
顕
密
戒
禅
の
諸
学
を
兼
修
し
、
諸
方
に
遊
学
し
慈
雲
尊
者
に
悉
曇

ま
た
東
密
を
学
ぶ
な
ど
、そ
の
学
殖
は
多
岐
に
わ
た
る
。
安
永
三
年（
一
七
七
四
）

に
は
法
華
文
句
を
講
じ
、『
円
戒
七
筌
』
十
巻
、『
円
戒
膚
談
』
七
巻
を
著
す
が
、

こ
れ
は
律
師
の
円
戒
研
究
の
代
表
的
著
作
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
安
永

年
間
は
既
に
述
べ
た
如
く
、
山
門
の
安
楽
騒
動
は
終
局
を
迎
え
、
真
流
律
師
が

放
逐
さ
れ
る
と
い
う
大
事
件
が
あ
り
、
敬
光
律
師
の
内
心
に
は
、
円
戒
擁
護
の

意
志
が
大
き
く
働
き
、
い
わ
ば
安
楽
律
の
再
起
に
対
す
る
反
駁
か
ら
、
円
戒
に

関
す
る
多
く
の
論
述
が
著
さ
れ
た
も
の
と
伺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
安
永
六
年
に
は
、

『
円
戒
依
律
羯
磨
目
録
』
一
巻
を
撰
述
し
、
円
頓
大
戒
所
依
の
律
蔵
を
二
十
七

部
と
鑑
定
し
、
翌
七
年
に
は
列
祖
の
規
条
に
よ
り
、
一
乗
比
丘
戒
儀
を
用
い
、

梵
網
具
戒
を
誓
受
し
て
比
丘
と
な
る
な
ど
、
自
ら
進
ん
で
円
戒
護
持
に
勤
し
む
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五
二

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
は
、
そ
の
高
弟
・
敬
天
に
梵

網
具
戒
を
授
け
る
な
ど
、
以
後
は
多
く
の
門
弟
を
薫
陶
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

晩
年
、
寛
政
六
年
に
は
三
井
寺
の
法
明
院
を
管
す
る
が
、
翌
七
年
（
一
七
九
五
）

八
月
、世
寿
五
十
六
歳
で
遷
化
す
る
。
そ
の
著
籍
は
頗
る
多
く
、円
戒
膚
談
（
七

巻
）、
円
戒
七
筌
（
十
巻
）、
円
戒
行
事
綱
宗
（
七
巻
）、
円
戒
指
掌
（
三
巻
）、

円
戒
行
事
訣
（
二
巻
）、
顕
戒
論
随
釈
（
六
巻
）、
大
乗
比
丘
行
要
鈔
（
六
巻
）、

円
戒
依
律
羯
磨
目
録
（
一
巻
）、
大
乗
比
丘
新
学
律
儀
（
一
巻
）、
行
事
綱
宗
略

本
（
二
巻
）、大
乗
十
善
戒
儀
（
一
巻
）、出
家
洪
範
（
一
巻
）、僧
戒
説
（
一
巻
）、

菩
薩
戒
経
開
題
（
一
巻
）、通
別
二
授
指
瑕
（
一
巻
）、大
戒
綱
要
抉
膜
（
一
巻
）、

妙
宗
鈔
講
案
（
五
巻
）、
幼
学
顕
密
儀
（
五
巻
）、
三
聖
二
師
禮
讃
文
（
五
巻
）、

石
欄
集
（
四
巻
）、
唐
房
行
履
録
（
三
巻
）、
松
堂
月
纂
（
三
巻
）、
和
字
考
（
三

巻
）、
学
生
式
随
釈
（
一
巻
）、
三
式
貫
注
（
二
巻
）、
山
家
正
統
学
則
（
二
巻
）、

西
遊
篇
（
二
巻
）、
策
修
要
法
（
一
巻
）、
山
家
列
祖
儀
（
一
巻
）、
山
家
宗
門

尊
祖
儀
（
一
巻
）、
教
時
要
義
（
一
巻
）、
大
日
経
心
目
講
翼
（
一
巻
）、
遮
那

経
指
帰
（
一
巻
）、
遮
那
経
講
翼
（
一
巻
）、
法
華
梵
釈
講
翼
（
一
巻
）、
法
華

儀
講
翼
（
一
巻
）、
即
身
義
講
翼
（
一
巻
）、
悉
曇
蔵
序
講
翼
（
一
巻
）、
列
祖

儀
講
翼
（
一
巻
）、
八
詠
楼
詩
抄
（
一
巻
）、
迎
涼
台
詩
鈔
（
一
巻
）、
大
乗
比

丘
作
事
領
会
（
一
巻
）、
顕
密
儀
上
巻
講
案
（
一
巻
）
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
一

代
の
撰
述
は
五
十
三
部
九
十
三
巻
あ
り
と
も
言
わ
れ
、
江
戸
中
期
に
お
け
る
円

戒
復
興
の
巨
匠
と
し
て
、
そ
の
偉
名
を
馳
せ
た
の
で
あ
る（
四
）。
律
師
は
、
当
時
の

安
楽
派
の
四
分
兼
学
の
律
儀
に
対
し
て
、
専
ら
三
聖
二
師
の
教
学
を
興
し
、
円

戒
の
正
統
性
を
唱
導
し
、
そ
れ
を
大
成
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
学
徳
優

れ
た
門
弟
を
も
輩
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
門
下
と
し
て
は
、
敬
天
、
亮
磌
、
仏
猊
、
良
厳
、
敬
彦
、
敬
長
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
敬
天
は
円
戒
律
部
の
目
録
を
撰
述
し
、『
梵
網
菩
薩
戒
本
大
義
』

一
巻
な
ど
が
あ
る
。
亮
磌
は
敬
光
の
遺
志
を
継
ぎ
円
戒
の
復
古
に
尽
力
し
、『
円

戒
十
要
』
十
巻
、『
三
式
染
指
鈔
』
八
巻
、『
一
乗
戒
開
雲
章
』
七
巻
、『
一
乗

戒
濫
吹
撲
』
六
巻
を
は
じ
め
二
十
八
部
の
撰
述
が
あ
る
。
ま
た
仏
猊
に
は
、『
円

戒
七
筌
凡
例
』『
円
頓
戒
学
則
』等
が
あ
り
、良
厳
に
は『
菩
薩
戒
経
会
疏
分
陰
録
』

な
ど
多
く
の
著
述
が
あ
る
。
尚
、
敬
天
、
亮
磌
、
仏
猊
、
良
厳
の
四
高
弟
は
、

敬
光
の
円
戒
擁
護
に
功
績
が
あ
っ
た
の
で
、
復
古
四
侍
と
も
よ
ば
れ
、
近
世
梵

網
律
宗
を
代
表
す
る
学
匠
で
も
あ
る（
五
）。

注　
（
一
） 『
律
宗
概
論
』
徳
田
明
本
著
・
六
二
七
頁
、
拙
論
「
近
世
初
期
に
お
け
る
戒
律

復
興
の
一
潮
流
」四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
・
人
文
社
会
学
部
第
三
七
号
・

一
頁
な
ど
参
照

　
　
（
二
）『
円
頓
戒
概
論
』
恵
谷
隆
戒
著
・
一
八
〇
頁
な
ど
参
照

　
　
（
三
）『
天
台
宗
史
概
説
』
硲
慈
弘
著
・
二
五
二
頁
な
ど
参
照

　
　
（
四
） 『
天
台
宗
史
概
説
』
硲
慈
弘
著
・
二
五
六
頁
、『
日
本
仏
家
人
名
辞
書
』
鷲
尾

順
敬
編
・
一
九
五
頁
な
ど
参
照

　
　
（
五
）『
円
頓
戒
概
論
』
恵
谷
隆
戒
著
・
一
八
六
頁
な
ど
参
照

　

三
、『
梵
網
律
宗
僧
戒
説
』
ノ
ー
ト

　

敬
光
律
師
の
円
戒
に
関
す
る
著
述
は
、
前
述
の
如
く
頗
る
多
い
訳
で
あ
る
が
、

就
中
『
円
戒
膚
談
』
七
巻
と
『
円
戒
七
筌
』
十
巻
は
、
そ
の
双
璧
を
な
す
も
の

で
あ
る
。
特
に
、『
円
戒
膚
談
』
は
律
師
の
唱
導
す
る
梵
網
律
、
円
戒
論
の
精

髄
で
あ
り
、
円
頓
戒
の
教
理
を
知
る
上
で
は
、
最
も
重
要
な
資
料
文
献
で
も
あ

る
。
た
だ
、
こ
れ
は
大
著
で
も
あ
り
、
そ
の
内
容
を
精
察
把
握
す
る
の
は
、
一

応
に
行
か
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
い
ま
、
本
章
で
扱
う
『
梵
網
律
宗

僧
戒
説
』
一
巻
は
、
所
謂
『
円
戒
膚
談
』
七
巻
の
要
略
本
で
あ
り
、
本
書
を
精

読
し
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
敬
光
律
師
が
主
張
す
る
梵
網
律
（
円
頓
戒
）

の
特
性
を
考
察
理
解
す
る
上
で
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。
以
下
、
そ
の
全
文

の
内
容
理
解
の
た
め
に
、
そ
の
本
文
を
翻
刻
し
、
こ
れ
に
語
彙
注
釈
、
解
説
ノ
ー

ト
を
付
す
こ
と
と
す
る
。
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五
三

［
翻
刻
本
文
］（
一
丁
右
・
巻
首
よ
り
）

　

梵
網
律
宗
僧
戒
説　
　
　
　
　
　
　
﹇
亦
は
諺
談
円
頓
戒
義
と
名
づ
く
﹈

凡
そ
当
今
、
天
下
に
諸
宗
あ
る
中
、
南
都
の
華
厳
・
三
論
・
法
相
等
の
六
宗
と

余
の
密
宗
と
を
除
い
て
、
其
の
余
の
＊
台
・
浄
・
禅
等
の
諸
宗
の
僧
徒
は
、
其

の
修
す
る
所
の
法
門
、
格
別
な
れ
ば
各
々
の
宗
家
不
同
な
り
と
雖
も
、
其
の
僧

と
称
す
る
所
以
は
、
此
の
＊
梵
網
宗
の
僧
戒
を
受
け
て
之
を
護
持
す
る
を
以
て

の
故
な
り
。
さ
す
れ
ば
、
右
の
三
宗
の
輩
は
、
当
宗
の
僧
戒
の
筋
を
善
く
会
得

せ
ざ
れ
ば
、
其
の
形
相
の
僧
宝
に
似
た
る
の
み
に
て
、
行
護
す
る
所
は
、
仏
在

家
の
為
の
制
し
た
ま
へ
る
五
戒
す
ら
な
お
受
持
す
べ
き
様
を
知
ら
ざ
る
に
至

る
。
然
る
に
、
其
の
三
宗
の
始
祖
及
び
其
の
門
人
の
宗
々
の
法
門
を
弘
め
ら
れ

し
は
、
み
な
此
の
梵
網
宗
の
比
丘
戒
を
受
け
て
大
僧
と
な
り
竟
れ
る
が
、
之
を

弘
通
あ
り
し
事
な
れ
ど
も
、
近
世
は
天
（
＊
一
）下
五
箇
の
戒
場
＊
受
具
の
沙
汰
、
大
い

に
衰
微
し
て
、
諸
宗
の
儔
、
一
統
に
其
の
戒
場
の
在
り
し
国
所
す
ら
、
具
に
是

を
知
れ
る
人
鮮
し
。
＊
鎮
護
国
界
、
万
民
依
怙
の
菩
薩
の
僧
戒
、
か
く
廃
絶
に

及
で
、
殊
更
、
其
の
法
を
暁
了
し
得
た
る
人
に
乏
き
は
、
実
に
僧
俗
倶
に
嘆
息

す
べ
き
第
一
の
事
な
ら
ず
や
。

然
に
、
往
古
よ
り
＊
円
頓
の
宗
家
に
は
、
戒
家
、
止
観
家
と
称
呼
し
て
、
元
と

二
宗
あ
り
て
、﹇
＊
浄
家
に
も
戒
脈
宗
脈
と
隻
べ
称
し
て
二
脈
を
伝
る
を
、
両

輪
の
如
く
に
し
て
、
最
も
大
切
の
こ
と
と
す
。
其
の
戒
脈
と
は
、
此
れ
大
乗
律

宗
僧
戒
の
血
脈
に
し
て
、
専
ら
其
の
義
を
修
学
せ
ざ
れ
ば
叶
は
ざ
る
至
要
の
こ

と
な
り
。
宗
脈
と
は
、
知
る
べ
し
。
ま
た
禅
林
と
雖
も
同
じ
く
然
り
。
言
う
所

の
宗
脈
と
は
、
三
学
の
中
に
は
正
し
く
定
慧
の
二
学
に
当
る
。﹈　

其
の
三
学
、

全
き
こ
と
を
得
た
り
。
其
の
故
は
、
戒
律
は
一
一
事
相
に
預
る
こ
と
ゆ
へ
、
定

慧
の
虚
通
な
る
法
門
と
は
、
其
の
筋
殊
な
れ
ば
、
円
頓
の
止
観
に
﹇
正
く
是
れ

定
慧
の
二
学
﹈
宗
意
あ
る
が
如
く
、
円
頓
の
律
に
も
﹇
是
れ
即
ち
戒
学
﹈
ま
た

宗
意
あ
れ
ど
も
、
定
慧
の
二
学
と
戒
の
一
学
と
は
、
＊
理
事
既
に
別
に
心
身
ま

た
異
に
し
て
、
其
の
宗
同
一
に
談
じ
が
た
く
、
ま
た
律
宗
は
、
も
と
如
来
所
制

の
戒
経
を
本
と
せ
ざ
れ
ば
、
成
立
す
る
に
由
な
し
。
故
に
同
く
円
頓
の
法
門
な

れ
ど
も
戒
学
の
沙
汰
す
る
辺
は
、
是
を
梵
網
宗
と
称
し
て
、
以
て
其
の
＊
依
経

﹇
一
巻
の
戒
経
、
是
な
り
﹈、
依
律
﹇
梵
網
二
巻
を
首
と
し
て
、
諸
（
＊
二
）部
の
菩
薩
律

蔵
等
、
都
合
二
百
二
十
六
巻
十
七
帙
、
是
な
り
﹈
の
根
本
を
正
く
そ
れ
と
称
呼

し
顕
せ
る
な
り
。

﹇
科
文
上
段
・
註
記
﹈

（
＊
一
）  

＊
五
箇
の
戒
場
と
は
、
鎌
倉
の
金
剛
宝
戒
寺
、
伊
予
の
等
妙
寺
、
筑
紫
の
鎮
弘

寺
、
加
賀
の
薬
師
寺
、
叡
山
の
一
乗
戒
壇
院
に
し
て
、
是
れ
中
国
と
四
辺
と
の
人
、

＊
登
具
あ
り
し
所
な
り
。
具
に
旧
記
に
見
ゆ
。

（
＊
二
）  

問
う
。既
に
諸
部
の
菩
薩
蔵
に
依
る
と
云
う
。＊
瑜
伽
の
三
聚
に
も
ま
た
通
ず
る
や
。

答
う
。
通
じ
て
諸
菩
薩
蔵
に
依
る
と
雖
も
、
瑜
伽
は
是
れ
＊
共
乗
権
門
の
三
聚
な

れ
ば
、
取
捨
な
き
に
非
ず
。
宜
し
く
＊
共
独
二
律
の
際
を
弁
別
す
べ
き
者
な
り
。

（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊ 

台
、
浄
、
禅
等
の
諸
宗
の
僧
徒
・
・ 

天
台
宗
、
浄
土
宗
、
禅
宗
の
僧
徒
。

　
　
　

＊ 

梵
網
宗
・
・  

梵
網
経
に
説
か
れ
る
十
重
四
十
八
軽
戒
を
、
依
律
と
し
て
具
足
し

大
僧
と
な
す
戒
律
宗
。

　
　
　

＊ 

受
具
・
・  

僧
が
、具
足
戒
を
受
け
る
こ
と
。具
足
戒
を
受
け
、比
丘
比
丘
尼
と
な
る
。

　
　
　

＊ 

鎮
護
国
界　

万
民
依
怙
・
・ 

国
土
を
鎮
護
し
、
万
民
が
依
り
頼
み
と
す
る
意
。

　
　
　

＊ 

円
頓
・
・  

天
台
の
宗
義
は
、
円
満
（
完
全
）
で
あ
り
、
速
や
か
に
悟
り
を
得
る

（
頓
証
）
の
教
旨
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
円
頓
と
よ
ぶ
。

　
　
　

＊ 

浄
家
・
・  

浄
土
宗
の
法
門
。　
　
　
　

　
　
　

＊ 
理
事
・
・  

理
と
は
、
理
論
的
側
面
（
教
相
）
の
こ
と
、
ま
た
事
と
は
、
実
践
的

側
面
（
事
相
）
の
こ
と
。

　
　
　

＊ 

依
経
、
依
律
・
・  

主
と
し
て
よ
り
所
と
す
る
経
典
を
依
経
と
い
い
、
ま
た
そ
の

律
蔵
・
律
儀
を
依
律
と
い
う
。

　
　
　

＊ 

五
箇
の
戒
場
・
・  
後
醍
醐
天
皇
の
元
徳
（
一
三
二
九
）
年
以
後
、
勅
命
に
よ
り
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五
四

恵
鎮
円
観
を
し
て
鎌
倉
に
円
頓
宝
戒
寺
が
開
創
さ
れ
、
こ
れ

に
伊
予
の
等
妙
寺
、
筑
紫
の
鎮
弘
寺
、
加
賀
白
山
の
薬
師
寺

を
加
え
、
遠
国
四
箇
の
戒
場
と
さ
れ
、
こ
れ
に
根
本
叡
山
の

一
乗
戒
壇
院
を
合
わ
せ
、
大
乗
円
頓
戒
の
天
下
五
箇
の
戒
場

と
定
め
ら
れ
た
。

　
　
　

＊ 
登
具
・
・ 

戒
壇
に
登
り
、
受
具
す
る
こ
と
。

　
　
　

＊ 
瑜
伽
の
三
聚
・
・ 

瑜
伽
論
に
説
か
れ
る
三
聚
浄
戒
。
瑜
伽
戒
。

　
　
　

＊ 

共
乗
権
門
・
・  

共
乗
と
は
、
小
乗
と
大
乗
に
共
通
す
る
と
い
う
意
で
あ
り
、
ま

た
権
門
と
は
、
か
り
の
法
門
の
意
で
、
権
大
乗
の
法
門
の
こ
と
。

　
　
　

＊ 

共
独
二
律
・
・  
共
律
と
は
、
小
乗
と
大
乗
に
共
通
の
戒
律
。
独
律
と
は
、
単
独

の
大
乗
の
み
の
不
共
の
戒
律
。

［
本
文
］（
二
丁
左
・
五
行
目
よ
り
）

然
れ
ど
も
、
宗
骨
は
特
に
法
華
に
在
り
。
此
の
禁
戒
は
、
た
だ
＊
初
頓
会
上
の

み
な
ら
ず
。
広
く
一
代
に
通
じ
、
ま
た
法
華
会
上
に
至
て
は
、
正
く
＊
小
具
の

二
乗
を
誘
引
し
竟
て
、
但
教
化
菩
薩
無
声
聞
弟
子
と
唱
え
玉
ひ
し
時
の
＊
大
具

の
二
篇
の
摂
律
義
な
れ
ば
、
学
生
式
等
に
、
此
の
律
宗
を
以
て
彼
の
止
観
宗
と

合
し
て
、
倶
に
天
台
法
華
宗
の
学
生
の
所
学
と
し
て
﹇
是
れ
源
と
、
法
華
安
楽

行
品
の
疏
記
の
意
な
り
。
云
々
﹈
此
の
梵
網
宗
を
開
き
、
＊
圓
の
三
学
を
弘
伝

す
べ
き
旨
を
奏
請
し
玉
へ
る
な
り
。
是
の
故
に
学
生
の
儕
、
皆
な
年
（
＊
一
）満
二
十
以

上
、各
々
当
宗
の
具
戒
を
受
け
、＊
五
夏
を
歴
ら
る
間
は
、特
に
此
の
戒
家
の
﹇
是

れ
古
徳
の
当
宗
を
指
す
語
な
る
こ
と
、
真
問
集
及
び
其
の
余
の
古
抄
を
披
て
知

べ
し
。
乃
ち
戒
経
の
義
記
、并
に
＊
剡
川
の
戒
疏
、其
の
外
、＊
戒
論
、大
戒
論
、

注
戒
儀
、
広
釈
等
に
当
宗
の
義
を
筆
し
玉
へ
る
を
指
す
﹈
宗
を
修
学
し
、
而
し

て
後
に
圓
頓
の
止
観
を
行
じ
て
、
三
学
を
鼎
足
の
如
く
な
し
て
、
是
を
修
習
し

弘
通
す
る
を
以
て
、
正
く
彼
の
＊
麁
食
者
﹇
是
れ
定
慧
二
学
の
沙
汰
の
時
、
＊

南
衆
を
指
て
称
し
玉
ふ
﹈
及
び
＊
執
小
者
に
﹇
是
れ
戒
学
の
論
の
時
、
南
衆
を

指
て
称
し
玉
ふ
﹈
同
か
ら
ず
し
て
、
圓
頓
仏
乗
の
行
人
な
り
と
云
う
こ
と
を
得
。

然
に
＊
澆
末
の
今
は
、
其
の
戒
学
無
下
に
衰
微
し
て
、
終
に
＊
五
祖
の
筆
し
玉

へ
る
梵
網
宗
と
云
う
名
目
す
ら
惟
だ
浄
禅
二
宗
の
門
派
の
み
な
ら
ず
、
本
宗
の

徒
に
至
る
ま
で
総
て
之
を
忘
却
せ
る
に
逮
べ
り
。
況
や
其
の
余
他
家
の
人
を
や
。

誠
に
定
慧
の
法
門
は
必
ず
戒
学
を
以
て
基
本
と
す
。
其
の
本
乱
れ
て
、
末
治
る

こ
と
は
、
予
未
だ
之
を
聞
か
ず
。
冀
く
ば
、
北
嶺
の
宗
流
に
潤
へ
る
戒
葉
は
、

台
禅
浄
土
等
の
差
別
な
く
、
各
当
宗
の
筋
を
善
く
了
解
し
て
、
人
人
其
の
基
を

正
く
せ
ん
こ
と
を
。

凡
そ
仏
法
の
中
に
、
僧
戒
は
惟
だ
二
（
＊
二
）種
あ
る
の
み
。
一
に
は
声
聞
蔵
、
＊
五
篇

七
聚
の
具
足
戒
。
是
れ
真
言
家
及
び
相
宗
等
の
七
宗
の
僧
戒
な
り
。
二
に
は
菩

薩
蔵
、
二
篇
三
聚
の
具
足
戒
。
是
れ
台
浄
禅
等
の
諸
宗
の
僧
戒
な
り
。
若
し
此

の
大
小
二
律
の
僧
戒
の
外
に
異
説
を
作
す
者
は
、
全
く
是
れ
＊
尼
犍
及
び
＊
魔

波
旬
の
徒
に
し
て
決
し
て
仏
弟
子
に
は
非
ず
。
是
の
故
に
、
今
問
答
に
寄
て
略

し
て
当
宗
の
要
を
説
話
せ
ん
と
欲
す
。

﹇
註
記
﹈

（
＊
一
）  

問
う
。
梵
網
戒
を
具
受
す
る
事
、
何
故
に
年
満
二
十
以
上
な
り
や
。
答
う
。
蓋

し
是
れ
依
律
の
実
義
経
の
制
な
る
が
故
な
り
。
既
に
是
れ
一
乗
の
比
丘
比
丘
尼

戒
な
り
。
未
満
二
十
の
能
す
る
所
に
非
ざ
る
こ
と
、
小
律
の
制
と
全
く
同
じ
。

＊
実
義
経
の
こ
と
は
、
下
に
至
て
略
記
す
る
が
如
し
。

（
＊
二
）  

問
う
。
既
に
瑜
伽
の
戒
あ
り
。
何
ぞ
惟
だ
二
種
あ
る
の
み
と
云
う
や
。
答
う
。

瑜
伽
は
是
れ
共
乗
の
菩
薩
戒
に
し
て
、
梵
網
の
菩
薩
戒
は
即
ち
比
丘
比
丘
尼
戒

な
る
に
異
な
り
。
彼
は
乃
ち
第
三
級
の
比
丘
戒
の
後
、
受
く
る
所
の
第
四
級
の

菩
薩
戒
に
し
て
、
彼
の
比
丘
戒
は
即
ち
是
れ
声
聞
蔵
の
具
戒
な
る
な
り
。
是
の

故
に
、
戒
本
は
三
種
あ
れ
ど
も
比
丘
の
戒
経
は
、
惟
だ
二
種
な
る
の
み
。

（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊
初
頓
会
上
・
・  

頓
教
の
始
め
の
段
階
に
説
か
れ
た
意
で
、
華
厳
を
指
す
。
梵
網

経
に
説
か
れ
た
教
律
は
、
華
厳
に
属
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
初
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五
五

頓
会
上
と
い
う
。

　
　
　

＊
小
具
の
二
乗
・
・ 

小
乗
戒
を
具
足
す
る
、
声
聞
・
縁
覚
の
類
。

　
　
　

＊
大
具
・
・ 

大
乗
の
具
足
戒
。

　
　
　

＊
圓
の
三
学
・
・ 

天
台
円
頓
宗
で
説
か
れ
る
、
戒
・
定
・
慧
の
三
学
。

　
　
　

＊
五
夏
・
・  

律
僧
は
、
五
年
間
戒
律
を
厳
守
し
修
学
し
な
い
と
一
人
前
の
比
丘
と

認
め
ら
れ
な
い
。
夏
と
は
、
夏
安
吾
の
こ
と
。
五
夏
依
止
と
い
う
。

　
　
　

＊
剡
川
・
・  

剡
川
大
師
明
曠
の
こ
と
。
荊
渓
湛
然
の
門
人
。『
菩
薩
戒
刪
補
疏
』

を
著
す
。

　
　
　

＊
戒
論
、
大
戒
論
、
注
戒
儀
、
広
釈
等

 
 

・
・ 
最
澄
の
『
顕
戒
論
』、円
仁
の
『
顕
揚
大
戒
論
』、円
珍
の
『
授

菩
薩
戒
儀
朱
註
』、
安
然
の
『
普
通
授
菩
薩
戒
儀
広
釈
』
な

ど
の
こ
と
。

　
　
　

＊
麁
食
者
・
・ 

そ
ま
つ
な
も
の
を
食
べ
る
人
。
大
ざ
っ
ぱ
な
、
粗
末
な
教
義
に
甘

ん
じ
る
者
を
皮
肉
っ
て
麁
食
者
と
言
っ
て
い
る
。

　
　
　

＊
南
衆
・
・ 

南
都
の
衆
徒
の
こ
と
。

　
　
　

＊
執
小
者
・
・ 

小
乗
の
戒
に
執
着
す
る
者
。

　
　
　

＊
澆
末
・
・ 

末
法
の
世
。　
　

　
　
　

＊
五
祖
・
・ 

慈
覚
大
師
の
高
弟
・
安
慧
の
こ
と
。
慈
覚
大
師
『
顕
揚
大
戒
論
』
の

序
に
、
南
都
側
を
非
難
し
て
、「
梵
網
宗
を
毀
ち
」
と
付
し
て
い
る
。

　
　
　

＊
五
篇
七
聚
・
・ 

小
乗
に
お
け
る
声
聞
（
比
丘
）
戒
で
、
五
篇
と
は
、
波
羅
夷
、

僧
残
、
波
逸
提
提
舎
尼
、
突
吉
羅
の
五
種
の
分
類
の
こ
と
で
あ

り
、さ
ら
に
波
逸
提
を
偸
蘭
遮
と
波
逸
提
に
突
吉
羅
を
悪
作（
身

犯
）
と
悪
説
（
口
犯
）
と
に
分
け
、
七
聚
と
す
る
。
五
篇
は
罪

科
の
軽
重
に
よ
っ
て
分
け
、
七
聚
は
罪
性
と
因
罪
と
を
分
類
し

た
も
の
。
四
分
律
で
は
、こ
れ
を
総
じ
て
二
百
五
十
戒
と
す
る
。

　
　
　

＊
尼
犍
・
・ 

尼
犍
陀
。
ニ
ガ
ン
タ
派
の
人
。
外
道
の
意
。

　
　
　

＊
魔
波
旬
・
・ 

魔
王
の
こ
と
。

　
　
　

＊
実
義
経
・
・ 

大
乗
の
実
義
を
説
い
た
経
典
。特
に
、占
察
善
悪
業
報
経（
占
察
経
）

は
、
大
乗
依
律
の
経
典
と
さ
れ
、（
究
竟
）
実
義
経
と
呼
ば
れ
る
。

　
　
　
　

以
下
、
問
答
形
式
に
よ
っ
て
、
梵
網
律
の
僧
戒
の
特
性
を
述
べ
て
い
く
の
で
あ

る
。

［
本
文
］（
四
丁
右
・
末
尾
よ
り
）

問
う
。
梵
網
所
制
の
禁
戒
は
、
是
れ
菩
薩
戒
に
し
て
＊
道
俗
の
通
戒
な
れ
ば
、

此
の
戒
何
ぞ
比
丘
戒
な
ら
ん
や
。
＊
介
爾
も
僧
戒
な
ら
ば
、
仏
是
れ
を
直
に
比

丘
戒
な
り
と
説
示
し
玉
ふ
べ
し
。
既
に
そ
れ
然
ら
ず
。
何
ぞ
是
れ
を
僧
戒
と
せ

ん
。

答
う
。
梵
網
の
下
巻
は
、
全
く
本
師
の
直
に
＊
大
律
の
比
丘
の
摂
律
儀
戒
の
＊

波
羅
提
木
叉
を
説
示
し
玉
へ
る
戒
経
な
り
。
是
の
故
に
文
の
中
、
明
か
に
其
の

語
あ
れ
ど
も
、
執
小
の
眼
膜
、
甚
だ
し
く
し
て
、
終
に
永
く
盲
た
る
徒
は
其
の

相
を
見
る
こ
と
を
得
ず
。
惟
だ
＊
南
嶽
天
台
等
の
一
家
の
列
祖
の
み
、
分
明
に

之
を
見
玉
へ
り
。
其
の
故
は
、
既
に
此
（
＊
一
）の
初
頓
会
上
の
菩
薩
戒
経
に
明
か
に
列

し
て
、
比
丘
比
丘
尼
と
説
け
り
。
此
の
戒
、
豈
に
直
に
＊
独
大
乗
の
比
丘
比
丘

尼
の
律
儀
戒
な
る
故
に
非
ず
や
。
是
れ
即
ち
仏
、
直
に
是
れ
比
丘
戒
な
り
、
比

丘
尼
戒
な
り
と
説
示
し
玉
へ
る
に
、
何
ぞ
異
な
ら
ん
。
故
に
＊
宗
祖
の
義
記
に

は
、
此
の
二
部
の
衆
を
指
し
て
、
即
時
座
大
衆
也
と
決
釈
し
玉
へ
り
。
若
し
、

此
の
二
篇
、
直
に
菩
薩
比
丘
の
摂
律
儀
戒
に
非
ず
ば
斯
の
文
、
如
何
が
銷
通
せ

ん
。
況
や
＊
剡
川
大
師
の
疏
に
は
、
専
ら
衡
台
相
承
の
当
宗
の
義
を
述
べ
て
、

設
ひ
未
だ
曾
て
声
聞
の
律
義
を
受
け
ざ
る
も
、
我
仮
名
菩
薩
比
丘
某
甲
と
云
へ

と
決
し
玉
ひ
、
其
の
余
処
処
に
、
此
の
＊
単
菩
薩
僧
の
羯
磨
の
辞
句
を
示
し
玉

へ
る
に
、
或
は
比
丘
某
甲
と
云
ひ
、
又
は
某
甲
比
丘
等
と
秉
唱
せ
し
む
。﹇
是

れ
＊
人
法
及
び
霊
山
の
二
種
の
相
承
に
依
て
然
り
﹈　

是
れ
全
く
南
嶽
天
台
、

本
は
霊
山
に
在
て
、
親
た
り
此
の
具
戒
を
受
け
玉
ひ
、
迹
は
今
の
一
乗
戒
経
の

宗
意
を
究
め
玉
ひ
て
、
独
菩
薩
律
部
の
中
に
結
び
玉
ふ
＊
二
篇
三
聚
の
具
戒
を

納
む
れ
ば
、
彼
の
方
便
仮
説
の
有
名
無
実
な
る
具
足
戒
と
は
、
大
い
に
異
に
し

て
、是
れ
真
実
究
極
の
比
丘
比
丘
尼
戒
な
り
と
決
し
玉
へ
る
、台
山
の
一
衆
師
々
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五
六

の
祖
承
な
り
。
其
れ
本
よ
り
此
の
如
く
な
れ
ば
、
是
れ
豈
に
単
菩
薩
の
比
丘
僧

の
中
に
在
て
は
、
半
月
半
月
の
説
戒
に
上
台
上
の
仏
よ
り
し
て
、
此
の
比
丘
戒

を
誦
し
玉
へ
る
に
非
ず
や
。
是
れ
を
台
禅
浄
土
等
の
諸
家
に
伝
え
て
大
乗
律
宗

一
家
の
相
承
と
す
。
ま
た
何
ぞ
狐
疑
を
容
れ
ん
や
。

﹇
註
記
﹈

（
＊
一
）  

梵
網
戒
家
の
祖
承
は
、
戒
本
を
以
て
華
厳
の
＊
開
経
と
定
め
、
そ
の
戒
経
は
＊

五
時
に
常
に
誦
す
る
所
な
り
と
伝
ふ
。
是
の
故
に
法
華
開
顕
の
時
も
亦
、
誦
し

玉
へ
り
と
す
る
な
り
。
止
観
家
に
二
巻
の
梵
網
を
結
経
と
す
る
よ
り
し
て
。

　
　
　

 

時
座
大
衆
と
は
、
＊
廻
小
向
大
の
比
丘
比
丘
尼
な
る
べ
し
と
云
う
べ
か
ら
ず
。
宗

の
意
は
華
厳
未
説
已
前
、
梵
網
頓
説
の
初
め
受
具
の
比
丘
比
丘
尼
な
り
と
云
う
。

是
れ
一
家
の
義
な
る
が
故
に
。

　
　
　

 

ま
た
、
初
頓
会
上
所
説
の
経
も
戒
家
に
伝
る
義
は
、
止
観
家
に
三
七
日
、
共
に
華

厳
を
説
き
玉
ふ
と
定
む
る
と
異
な
り
、
華
厳
は
第
二
七
の
説
な
り
と
定
判
し
て
、

更
に
其
の
開
結
二
経
を
論
ず
。
是
れ
当
宗
の
説
な
り
。
粗
々
、
阿
覚
大
師
の
釈
に

見
ゆ
と
雖
も
、
開
結
二
経
の
相
は
尚
、
彼
の
釈
に
洩
ら
し
玉
へ
り
。
古
徳
の
抄
を

尋
て
、
此
の
旨
を
知
べ
し
。

（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊
道
俗
の
通
戒
・
・ 

出
家
、
在
家
に
共
通
の
戒
。

　
　
　

＊
介
爾
も
・
・ 

微
妙
な
事
の
形
容
。
こ
こ
で
は
、
少
し
で
も
と
い
う
意
。

　
　
　

＊
大
律
・
・ 

大
乗
律
の
こ
と
。

　
　
　

＊
波
羅
提
木
叉
・
・ 

梵
語
（pra －tim

oks

4a

）
の
漢
訳
音
写
語
。
戒
本
を
さ
す
。
こ

の
戒
を
受
持
す
れ
ば
、
身
三
、
口
四
の
七
支
の
罪
を
、
別
々

に
解
脱
す
る
の
で
、
別
解
脱
（
戒
）
と
も
正
順
解
脱
（
戒
）

と
も
訳
さ
れ
る
。

　
　
　

＊
南
嶽
天
台
・
・ 

南
嶽
慧
思
、
天
台
大
師
智
顗
。

　
　
　

＊
独
大
乗
の
比
丘
・
・ 

小
乗
と
は
異
な
る
、
純
然
た
る
単
独
の
大
乗
の
比
丘
と
い

う
意
。

　
　
　

＊
宗
祖
の
義
記
・
・ 

智
顗
の
『
菩
薩
戒
経
義
疏
』
の
こ
と
。

　
　
　

＊
剡
川
大
師
の
疏
・
・ 

明
曠
の『
菩
薩
戒
刪
補
疏
』の
こ
と
。?

疏
と
も
略
さ
れ
る
。

　
　
　

＊
単
菩
薩
僧
・
・ 

純
然
た
る
単
独
の
大
乗
菩
薩
僧
と
い
う
意
。

　
　
　

＊
人
法
及
び
霊
山
の
二
種
の
相
承

 
 

　
　

・
・ 

天
台
で
は
、
慧
思
禅
師
と
天
台
大
師
は
、
と
も
に
霊
山

（
霊
鷲
山
）で
釈
迦
如
来
よ
り
、法
華
の
妙
義
を
聴
聞
し
、

円
頓
菩
薩
戒
を
相
承
し
た
と
す
る
。
霊
山
相
承
。

　
　
　

＊
二
篇
三
聚
の
具
戒
・
・ 

梵
網
律
の
十
重
禁
戒
と
四
十
八
軽
戒
の
二
篇
を
摂
律
儀

戒
に
配
当
し
、
他
の
摂
善
法
戒
、
摂
衆
生
戒
と
と
も
に

比
丘
戒
と
し
て
受
具
す
る
こ
と
。

　
　
　

＊
開
経
と
結
経
・
・ 

本
経
が
説
か
れ
る
以
前
の
、
序
と
し
て
演
説
さ
れ
た
経
典
を

開
経
と
言
い
、
本
経
が
説
か
れ
た
後
の
、
結
び
と
し
て
述
べ

ら
れ
た
お
経
を
結
経
と
言
う
。

　
　
　

＊
五
時
・
・ 

華
厳
、
阿
含
、
方
等
、
般
若
、
法
華
涅
槃
の
五
時
。

　
　
　

＊
廻
小
向
大
・
・ 

小
乗
か
ら
回
心
し
て
、
大
乗
へ
と
転
向
す
る
こ
と
。

［
本
文
］（
六
丁
右
・
三
行
目
よ
り
）

我
、
今
試
に
汝
に
問
う
。
梵
網
は
菩
薩
戒
な
れ
ば
、
惟
だ
是
れ
道
俗
の
通
戒
な

り
と
は
其
の
所
以
い
か
ん
。彼
、答
て
云
べ
し
。菩
薩
の
戒
は
必
ず
三
聚
戒
な
り
。

梵
網
に
は
＊
三
聚
浄
戒
を
説
き
玉
ひ
て
、
菩
薩
戒
経
と
標
題
せ
り
。
既
に
是
れ

三
聚
戒
な
れ
ば
、
豈
に
俗
人
も
ま
た
全
分
を
奉
行
せ
ざ
ら
ん
や
。
俗
士
、
既
に

然
れ
ば
沙
弥
沙
弥
尼
も
ま
た
然
り
。
比
丘
戒
の
如
き
は
、
律
蔵
の
制
禁
と
し
て

沙
弥
沙
弥
尼
す
ら
尚
、
之
を
聴
学
披
読
す
る
こ
と
を
許
し
玉
は
ず
。
何
に
況
や

在
家
の
男
女
の
能
く
受
持
す
べ
き
所
な
ら
ん
や
。
然
に
梵
網
の
戒
は
、
既
に
然

ら
ず
。
茲
に
知
る
是
れ
決
し
て
僧
戒
に
は
非
る
こ
と
を
と
。

今
、
曰
く
、
汝
か
く
心
得
た
る
は
、
梵
網
の
受
戒
の
法
に
通
別
二
授
あ
る
こ
と

を
知
ざ
る
が
故
な
り
。
況
や
祖
釈
に
﹇
＊
六
祖
戒
儀
の
注
﹈、
依
れ
ば
梵
網
は

別
は
正
、
通
は
傍
な
り
と
の
決
判
な
る
に
、
汝
は
た
だ
其
の
傍
義
の
み
を
窺
窬

し
て
、
正
宗
は
曾
て
覚
知
せ
ざ
る
を
や
。
蓋
し
此
の
戒
に
は
、
右
の
二
種
の
授
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五
七

法
あ
り
て
、
＊
通
授
分
持
の
授
法
あ
る
が
故
に
は
、
沙
弥
及
び
在
家
も
亦
分
持

す
る
こ
と
を
得
と
雖
も
﹇
其
の
通
授
分
持
の
戒
数
は
下
に
略
し
て
注
す
る
が
如

し
﹈、
而
も
ま
た
別
授
具
持
の
法
に
依
る
が
故
に
は
、
即
ち
此
の
二
篇
三
聚
の

菩
薩
比
丘
の
具
足
の
戒
体
を
発
得
す
。
元
と
是
れ
菩
薩
比
丘
の
三
戒
の
中
の
摂

律
儀
戒
の
別
解
脱
の
戒
相
を
一
一
に
二
篇
六
品
に
制
結
し
玉
へ
る
﹇
六
品
と
は

犯
罪
の
軽
重
に
付
て
論
ず
る
所
な
り
下
に
略
示
す
る
が
如
し
﹈
戒
経
な
る
が
故

な
り
。

今
汝（
＊
一
）、
梵
網
は
是
れ
菩
薩
三
聚
浄
戒
な
る
が
ゆ
え
と
云
云
す
。
其
の
梵
網
の
三

聚
と
は
、
如
何
な
る
相
ぞ
や
。
今
、
反
て
汝
に
問
う
。
我
、
未
だ
之
を
了
せ
ず
。

彼
、
答
て
云
う
べ
し
。
梵
網
の
五
十
八
戒
、
初
の
十
重
は
是
れ
摂
律
儀
戒
。
次

の
三
十
軽
は
是
れ
摂
善
法
戒
。
後
の
十
八
軽
は
是
れ
摂
衆
生
戒
な
り
。
此
の
如

く
菩
薩
の
三
聚
戒
な
れ
ば
、
惟
だ
自
誓
し
て
之
を
受
る
こ
と
を
得
。
全
く
是
れ

比
丘
戒
の
二
百
五
十
、
皆
な
律
儀
戒
に
し
て
、
＊
余
二
の
戒
な
ら
ざ
る
と
は
異

な
り
、
是
の
故
に
此
の
戒
は
、
沙
弥
沙
弥
尼
及
び
信
男
の
通
受
﹇
此
（
＊
二
）の
通
受
は
、

当
宗
に
云
う
通
授
と
は
全
く
こ
と
な
り
、
彼
の
宗
に
言
う
所
は
、
其
の
具
戒
乃

至
五
戒
は
律
儀
戒
な
れ
ば
、
比
丘
乃
至
信
男
女
の
位
、
こ
れ
に
依
て
成
ず
。
然

る
に
其
の
五
篇
の
律
儀
戒
を
、
余
二
の
戒
と
共
に
総
じ
て
誓
受
す
る
義
を
以
て
、

是
れ
を
総
受
と
も
云
う
。
＊
七
衆
各
各
み
な
通
し
て
然
る
を
以
て
、
通
受
と
も

云
う
な
り
。
故
に
当
宗
の
通
授
と
異
に
し
て
、
受
の
字
、
手
偏
に
従
ふ
に
非
ず
。

宜
し
く
此
の
梵
網
宗
と
彼
の
＊
応
理
宗
と
の
不
同
を
弁
別
す
べ
き
な
り
。﹈　

＊

自
誓
す
る
所
な
り
と
稟
承
す
。
僧
戒
に
非
る
こ
と
其
の
故
か
く
の
如
し
。

﹇
註
記
﹈

（
＊
一
） 

今
、
＊
山
家
の
新
義
を
指
し
て
、
汝
と
せ
ず
。
文
に
附
し
て
知
る
べ
し
。

（
＊
二
）  

受
授
二
字
、
山
家
に
於
て
も
、
手
偏
に
従
へ
ず
し
て
、
通
受
に
作
れ
る
無
き
に

非
ず
。
然
れ
ど
も
今
は
、
他
の
通
受
に
簡
ん
が
為
に
、
＊
阿
覚
大
師
と
＊
千
光

国
師
と
に
依
る
。

（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊
三
聚
浄
戒
・
・ 

大
乗
の
菩
薩
が
受
持
す
る
摂
律
儀
戒
、
摂
善
法
戒
、
摂
衆
生
戒

の
三
種
の
戒
。

　
　
　

＊
六
祖
戒
儀
の
注
・
・ 

智
證
大
師
円
珍
の
伝
教
大
師
著
『
受
菩
薩
戒
儀
』
の
注
釈
、

『
授
菩
薩
戒
儀
朱
註
』
の
こ
と
。

　
　
　

＊
通
授
分
持
、
別
授
具
持
・
・ 

本
稿
末
の
「
解
説
ノ
ー
ト
・
円
戒
の
授
戒
法
に
つ

い
て
」
参
照

　
　
　

＊
余
二
の
戒
・
・ 

三
聚
浄
戒
中
の
律
儀
戒
以
外
の
、
そ
の
他
の
摂
善
法
戒
、
摂
衆

生
戒
の
二
戒
。

　
　
　

＊
七
衆
・
・ 

比
丘
、
比
丘
尼
、
式
叉
摩
那
、
沙
弥
、
沙
弥
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷

の
出
家
・
在
家
。

　
　
　

＊
応
理
宗
・
・ 

応
理
円
実
宗
の
略
。
法
相
宗
の
別
名
。

　
　
　

＊
自
誓
・
・ 

自
誓
受
戒
の
こ
と
。

　
　
　

＊
山
家
の
新
義
・
・ 

叡
山
の
安
楽
律
の
こ
と
。
四
分
律
の
五
篇
（
二
百
五
十
戒
）

を
以
て
比
丘
と
す
る
。

　
　
　

＊
阿
覚
大
師
・
・ 

五
大
院
安
然
の
こ
と
。『
普
通
授
菩
薩
戒
儀
広
釈
』
な
ど
多
く

の
書
籍
を
著
し
、
円
戒
を
大
成
す
る
。

　
　
　

＊
千
光
国
師
・
・ 

臨
済
宗
栄
西
禅
師
、円
戒
を
伝
受
し『
三
聚
一
心
戒
』『
出
家
大
綱
』

な
ど
を
著
す
。
葉
上
流
の
祖
と
さ
れ
る
。

［
本
文
］（
八
丁
右
・
一
行
目
よ
り
）

今
問
う
。
其
の
十
重
の
み
た
だ
摂
律
義
に
し
て
、
余
の
四
十
八
軽
は
、
前
三
十

戒
は
摂
善
法
、
末
十
八
戒
は
摂
衆
生
な
り
と
は
、
本
説
何
れ
の
経
論
に
か
出
た

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彼
、
又
答
え
て
云
べ
し
。
是
れ
＊
義
寂
法
師
の
梵
網
の
疏
に
出
て
珍
し
か
ら
ざ

る
古
今
の
定
判
な
り
。

今
、曰
く
。
果
然
と
し
て
、汝
は
惟
だ
惟
だ
、近
く
義
（
＊
一
）寂
の
妄
判
を
信
ず
る
の
み
。

何
ぞ
、
舎
那
釈
迦
誠
諦
の
真
文
を
信
ぜ
ず
し
て
、
却
て
後
世
の
新
羅
の
人
師
に
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五
八

依
順
す
る
や
。
是
れ
実
に
、
可
憐
愍
の
徒
と
言
う
べ
き
者
な
り
。

彼
、
問
う
て
云
わ
ん
。
如
来
の
誠
文
、
何
れ
の
所
に
か
、
梵
網
の
三
聚
と
て
列

示
し
玉
へ
る
や
。
義
寂
の
説
を
除
て
は
三
戒
の
相
、
的
当
な
る
分
別
な
し
。
若

し
有
ら
ば
、
請
う
、
之
を
聞
か
ん
。

今
、
答
え
て
曰
く
。
我
宗
に
伝
ふ
る
菩
薩
戒
経
は
、
是
れ
梵
網
別
訳
の
一
巻
な

り
。
而
る
に
菩
薩
に
権
実
の
二
類
あ
り
。
此
の
経
は
、
是
れ
＊
実
乗
単
菩
薩
僧

の
戒
経
、
ま
た
瑜
伽
の
戒
本
は
是
れ
＊
権
乗
共
菩
薩
の
戒
本
な
り
。
凡
そ
小
（
＊
二
）共

独
の
三
部
の
制
結
の
相
は
、
各
の
其
の
律
蔵
に
依
っ
て
分
別
す
。
故
に
四
分
の

戒
本
に
は
四
分
の
律
蔵
あ
り
。
五
分
の
戒
本
に
は
五
分
の
律
蔵
あ
り
。
其
の
余
、

僧
祇
十
誦
等
、
皆
な
然
り
。
是
れ
咸
な
小
乗
声
聞
比
丘
の
戒
経
あ
り
て
、
ま
た

其
の
律
蔵
あ
る
な
り
。
中
に
就
い
て
、
＊
南
山
大
師
は
四
分
戒
本
の
偈
頌
の
文

に
依
っ
て
、
一
一
戒
具
三
聚
の
義
を
立
て
、
殊
に
は
涅
槃
の
＊
扶
律
談
常
の
意

を
専
ら
に
し
玉
ひ
、
二
百
五
十
戒
々
皆
な
菩
薩
の
後
二
を
具
す
れ
ば
、
即
ち
大

乗
の
教
法
な
る
こ
と
を
成
立
し
、
号
し
て
四
分
律
宗
円
教
の
大
戒
な
り
と
称
揚

せ
ら
る
。
然
る
に
今
家
よ
り
之
を
判
ず
れ
ば
、
乃
ち
是
れ
三
蔵
教
中
の
事
度
の

菩
薩
戒
の
相
な
る
の
み
。
尚
を
通
教
の
菩
薩
比
丘
の
相
に
も
非
ず
。
何
況
や
、

今
の
円
頓
の
菩
薩
比
丘
の
開
会
大
戒
の
相
な
ら
ん
や
。
深
く
＊
研
覈
し
て
審
か

に
之
を
了
察
せ
ず
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
今
の
梵
網
経
の
下
巻
は
、
是
れ
菩
薩
比

丘
の
戒
本
な
る
ゆ
へ
、
是
れ
を
別
誦
し
出
し
玉
ひ
て
は
、
題
し
て
菩
薩
戒
経
と

云
へ
り
。
此
の
戒
経
の
一
一
の
相
は
、
ま
た
諸
部
の
独
菩
薩
法
の
律
蔵
に
依
て

分
別
す
。
是
れ
此
を
、
梵
網
律
宗
と
も
亦
は
大
乗
律
宗
と
も
称
す
る
な
り
。
ま

た
瑜
伽
の
戒
本
の
如
き
も
、
若
し
其
の
応
理
宗
の
所
立
を
如
来
の
本
説
の
如
く
、

正
当
に
開
立
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
是
れ
ま
た
予
が
別
記
に
云
う
が
如
く
な
ら
ん
。

﹇
註
記
﹈　

（
＊
一
） 

問
う
。
義
寂
の
判
を
妄
と
云
わ
ば
、
＊
六
祖
の
判
も
亦
、
妄
と
云
う
べ
し
。

　
　
　

 

答
う
。
六
祖
は
既
に
、
其
の
宗
を
南
岳
天
台
よ
り
伝
へ
て
、
其
の
義
、
戒
経
の
現

文
に
符
合
す
。
其
の
文
に
、
五
十
八
戒
を
説
き
竟
て
、
汝
等
大
衆
当
一
心
学
波
羅

提
木
叉
と
云
へ
り
。
既
に
是
れ
菩
薩
の
別
解
脱
な
る
こ
と
分
明
な
れ
ば
、
豈
に
是

れ
を
余
二
聚
と
な
し
て
可
な
ら
ん
や
。
当
に
知
る
べ
し
誠
文
に
違
す
れ
ば
、
妄
判

と
し
真
文
に
順
ず
る
を
正
義
と
す
る
こ
と
を
。

（
＊
二
） 

＊
小
共
独
の
三
部
は
、
小
兼
大
の
三
寺
の
差
別
せ
る
根
拠
な
る
者
な
り
。

（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊
義
寂
・
・ 

新
羅
の
僧
。
義
湘
の
弟
子
、詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
七
世
紀
末
の
人
。

唯
識
六
家
の
一
人
と
言
わ
れ
、法
相
の
学
匠
。
著
書
は
多
く
あ
る
が
、

梵
網
経
に
つ
い
て
は
、『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
三
巻
が
あ
り
、
古

来
よ
り
南
都
衆
で
は
、
梵
網
経
研
究
に
お
い
て
本
書
は
重
視
さ
れ
て

き
た
。

　
　
　

＊
実
乗
単
菩
薩
僧
・
・ 

純
（
実
）
大
乗
の
戒
を
受
持
す
る
単
独
の
菩
薩
僧
。

　
　
　

＊
権
乗
共
菩
薩
・
・ 

・
権
大
乗
の
小
乗
共
通
の
戒
を
受
持
す
る
菩
薩
（
僧
）。

　
　
　

＊
南
山
大
師
・
・ 

道
宣
律
師
。
四
分
律
に
よ
る
南
山
律
宗
を
開
く
。
南
都
の
戒
律

は
、
こ
の
南
山
律
宗
で
あ
る
。

　
　
　

＊
扶
律
談
常
・
・ 

戒
律
を
た
す
け
、
仏
性
の
常
住
を
説
く
と
い
う
意
味
。
天
台
に

お
い
て
は
、
古
来
よ
り
涅
槃
経
の
教
旨
が
、
こ
の
扶
律
談
常
に

あ
る
と
す
る
。

　
　
　

＊
研
覈
・
・ 

詳
し
く
調
べ
る
こ
と
。

　
　
　

＊
六
祖
の
判
・
・ 

智
證
大
師
の
『
普
賢
行
法
経
疏
』、『
授
菩
薩
戒
儀
朱
註
』
な
ど

で
の
解
釈
。

　
　
　

＊
小
共
独
の
三
部
・
・ 

小
（
小
乗
）
と
共
（
権
大
乗
）
と
独
（
純
大
乗
）
の
三
部
。

伝
教
大
師
は
、
四
条
式
ま
た
顕
戒
論
等
で
、
仏
寺
に
は
、

一
向
大
乗
寺（
純
大
乗
の
寺
）、一
向
小
乗
寺（
小
乗
の
寺
）、

大
小
兼
行
寺
（
大
乗
に
在
り
な
が
ら
小
乗
を
兼
ね
る
寺
）

の
三
種
の
別
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
叡
山
を
一
向
大
乗
寺

と
定
め
た
。
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五
九

［
本
文
］（
九
丁
左
・
九
行
目
よ
り
）

然
る
に
、
今
宗
に
所
言
の
梵
網
の
三
聚
は
、
彼
の
義
寂
・
＊
勝
荘
及
び
＊
賢
首

等
の
釈
せ
る
三
聚
の
如
く
に
は
非
ず
。
而
し
て
正
し
く
独
菩
薩
律
の
＊
瓔
珞
経

に
制
結
し
玉
へ
る
三
聚
、
即
ち
是
れ
な
り
。
こ
こ
を
以
て
、
＊
高
祖
﹇
一
乗
戒

記
﹈・
＊
嗣
祖
﹇
式
問
答
﹈、
及
び
＊
吉
水
の
空
上
人
﹇
初
学
抄
﹈
等
、
み
な
瓔

珞
を
以
て
依
律
の
随
一
と
列
し
玉
へ
る
な
り
。
ま
た
如
来
、
瓔
珞
の
中
に
三
聚

浄
戒
を
結
び
玉
ひ
て
は
、
其
の
＊
摂
律
儀
戒
は
、
即
ち
戒
経
に
列
説
し
玉
へ
る

所
、
正
し
く
然
る
旨
を
指
示
し
玉
ふ
。

其
の
文
に
云
わ
く
、
摂
（
＊
一
）律
儀
戒
は
所
謂
、
＊
十
波
羅
夷
な
り
と
。﹇
是
れ
独
菩

薩
法
の
木
叉
の
本
を
挙
げ
玉
ひ
て
、
三
戒
に
約
す
れ
ば
、
根
本
の
中
の
根
本
を

提
示
し
玉
へ
る
な
り
。
其
の
本
を
挙
示
す
れ
ば
、
枝
末
の
四
十
八
軽
の
別
脱
は
、

自
ら
之
に
従
ふ
を
以
て
、
更
に
言
う
こ
と
を
待
た
ざ
れ
ば
な
り
。﹈　

而
し
て
戒

経
に
、
一
切
凡
聖
の
菩
薩
、
半
月
半
月
に
誦
す
べ
き
所
の
重
軽
二
篇
を
制
結
し

玉
ひ
、
此
れ
一
一
に
大
律
の
別
解
脱
な
る
こ
と
を
指
点
し
て
、「
汝
等
大
衆
当

一
心
学
波
羅
提
木
叉
」
と
結
示
し
玉
へ
り
。
既
に
此
の
如
く
、
如
来
は
二
篇
を

指
し
て
、
分
明
に
波
羅
提
木
叉　
﹇
こ
こ
に
、
別
別
解
脱
と
翻
ず
。
此
、
＊
別

脱
の
み
に
就
い
て
、
戒
の
具
不
具
を
分
別
し
、
ま
た
下
衆
の
持
不
持
の
分
齊
を

論
ず
る
こ
と
な
り
。
義
記
の
意
に
依
に
、
五
十
八
戒
の
中
、
沙
弥
沙
弥
尼
に
通

ず
る
戒
、
五
十
三
あ
り
て
、
余
の
五
戒
は
其
の
二
衆
及
び
式
叉
の
所
具
に
非
ず
。

ま
た
在
家
に
通
ず
る
戒
、
四
十
八
あ
り
て
余
の
十
戒
は
在
家
の
分
に
非
ず
。
こ

こ
を
以
て
、
下
衆
み
な
各
々
分
受
す
と
雖
も
、
具
戒
の
人
に
非
ず
。
是
れ
故
に

善
く
之
を
具
足
し
、
受
戒
せ
る
者
を
、
比
（
＊
二
）丘
比
丘
尼
と
説
き
玉
へ
る
な
れ
ば
、

是
を
大
乗
律
宗
の
二
篇
三
聚
の
進
具
の
大
僧
大
尼
と
称
す
。
若
し
此
の
木
叉
具

足
す
る
時
は
、
自
ら
余
二
も
ま
た
随
て
具
足
し
て
、
其
の
体
を
発
得
す
れ
ば
な

り
。
蓋
し
是
れ
、
宗
祖
の
義
記
及
び
剡
川
大
師
の
戒
疏
の
正
旨
に
し
て
、
南
岳

天
台
の
祖
承
な
れ
ば
、
他
の
＊
相
宗
等
の
人
師
の
知
る
所
に
は
非
ず
。﹈　

な
り

と
制
示
し
玉
ひ
、
ま
た
摂
律
義
な
る
こ
と
を
点
示
し
玉
へ
る
に
、
義
寂
等
の
権

宗
の
徒
は
、
漫
に
第
二
篇
の
軽
垢
を
分
離
し
、
割
擗
し
て
後
二
の
戒
と
す
。﹇
賢

首
は
分
擘
せ
ざ
れ
ど
も
、
た
だ
五
十
八
戒
に
＊
戒
戒
三
聚
の
説
の
み
を
解
釈
し

て
、
別
に
梵
網
の
余
二
あ
る
こ
と
を
了
ぜ
ざ
れ
ば
、
＊
三
三
九
聚
の
圓
旨
に
叶

は
ず
。
況
や
彼
は
此
の
戒
を
解
し
て
、
終
教
の
分
齊
と
す
。
豈
に
圓
頓
仏
乗
の

具
戒
の
宗
意
を
知
る
者
な
ら
ん
や
。
当
宗
の
戒
疏
の
中
、
ま
た
戒
戒
三
聚
の
釈

あ
り
と
雖
も
、
是
れ
正
し
く
九
聚
の
妙
戒
の
上
に
約
し
て
、
且
く
摂
律
の
木
叉

の
上
の
三
戒
の
相
を
成
せ
る
な
り
。
三
受
門
戒
、
各
々
に
三
を
具
し
て
、
九
聚

な
る
の
義
に
闇
き
に
は
あ
ら
ず
。﹈　

豈
に
人
師
の
妄
判
に
非
ず
や
。

﹇
註
記
﹈

（
＊
一
）  

文
に
摂
律
儀
戒
所
謂
十
波
羅
夷
と
の
み
あ
り
と
云
う
て
、
之
を
執
し
て
今
の
義

を
妄
判
と
云
う
こ
と
勿
れ
。
前
に
も
引
挙
す
る
が
如
く
、
戒
経
の
末
に
至
て
明

ら
か
に
、
汝
等
大
衆
当
一
心
学
波
羅
提
木
叉
と
、
の
玉
へ
り
。
波
羅
提
木
叉
に

し
て
、
摂
律
儀
戒
な
ら
ざ
る
は
、
我
未
だ
之
を
聞
か
ず
。
た
だ
、
初
篇
は
根
本
、

第
二
篇
は
枝
末
と
云
う
＊
理
證
の
み
に
非
ず
、
＊
教
證
了
了
た
れ
ば
な
り
。

　
　
　

  

或
人
誤
て
、
五
十
三
戒
を
沙
弥
沙
弥
尼
の
別
脱
す
る
こ
と
と
思
へ
り
。
五
十
三

戒
を
沙
弥
沙
弥
尼
の
別
脱
と
す
と
云
う
こ
と
、
当
宗
に
曽
て
之
な
き
こ
と
な
り
。

此
の
別
解
脱
は
、
一
乗
比
丘
比
丘
尼
の
別
解
脱
戒
な
り
。
何
ぞ
沙
弥
沙
弥
尼
の

別
脱
な
ら
ん
や
。
是
の
故
に
六
祖
は
、
若
し
通
受
を
行
ぜ
ば
常
唱
に
依
る
の
み

と
記
し
玉
へ
り
。
一
乗
の
沙
弥
及
び
沙
弥
尼
は
、
本
律
の
沙
弥
沙
弥
尼
の
十
戒

を
以
て
、
其
の
二
衆
の
別
脱
の
律
儀
と
す
。
ま
た
在
家
の
分
持
は
、
二
篇
合
し

て
四
十
八
戒
な
る
義
も
、
准
じ
て
知
る
べ
し
。
元
よ
り
在
家
の
位
も
、
其
の
体

を
定
む
る
こ
と
は
、
五
戒
を
以
て
別
脱
と
す
。
然
れ
ど
も
、
梵
網
は
是
れ
尊
勝

の
戒
な
る
を
以
て
、
結
縁
し
て
分
持
す
る
こ
と
あ
り
。
是
を
以
て
今
、
＊
通
授

分
持
に
約
し
て
、
正
し
く
＊
通
局
を
云
う
に
、
出
家
の
下
衆
は
五
十
三
戒
。
在

家
の
菩
薩
は
四
十
八
戒
な
る
な
り
。

（
＊
二
）  

或
人
ま
た
比
丘
比
丘
尼
と
説
く
と
は
、
何
経
の
説
ぞ
と
云
へ
り
。
此
の
説
、
上

古
の
僧
統
も
問
ひ
し
こ
と
な
り
。
大
師
、
之
に
答
え
て
、
梵
網
経
の
所
説
な
り



藤　谷　厚　生

六
〇

と
の
玉
ふ
。
今
、
予
が
答
も
ま
た
然
り
。

（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊
勝
荘
・
・ 

新
羅
僧
。
当
時
の
玄
奘
所
伝
の
唯
識
を
学
び
、
後
に
円
測
に
師
事
し

た
と
も
言
わ
れ
、
大
薦
福
寺
や
崇
義
寺
に
住
し
た
。
著
書
に
『
梵
網

経
菩
薩
戒
本
述
記
』
が
あ
る
。

　
　
　

＊
賢
首
・
・ 

中
国
華
厳
宗
の
第
三
祖
・
法
蔵
の
こ
と
。
賢
首
大
師
。
著
書
に
『
梵

網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
が
あ
る
。　

　
　
　

＊
瓔
珞
経
・
・ 『
菩
薩
本
業
瓔
珞
経
』
二
巻
。

　
　
　

＊
高
祖
・
・ 

伝
教
大
師
を
指
す
。

　
　
　

＊
嗣
祖
・
・ 

義
真
和
尚
を
指
す
。

　
　
　

＊
吉
水
の
空
上
人
・
・ 

法
然
上
人
源
空
の
こ
と
。

　
　
　

＊
摂
律
儀
戒
・
・ 

止
悪
の
た
め
に
、
菩
薩
が
身
口
意
の
三
業
に
持
す
る
善
戒
。
七

衆
の
別
解
脱
戒
。

　
　
　

＊
十
波
羅
夷
・
・ 

十
重
（
禁
）
戒
の
こ
と
。
不
殺
戒
、
不
盗
戒
、
不
淫
戒
、
不
妄

語
戒
、
不
酤
酒
戒
、
不
説
過
罪
戒
、
不
自
讃
毀
他
戒
、
不
慳
戒
、

不
瞋
戒
、
不
謗
三
宝
戒
の
こ
と
。

　
　
　

＊
別
脱
・
・ 

別
解
脱
戒
の
こ
と
。
波
羅
提
木
叉
の
項
を
参
照
。

　
　
　

＊
相
宗
・
・ 

法
相
宗
の
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

＊
戒
戒
三
聚
・
・ 

三
聚
の
戒
戒
の
各
々
が
、
三
聚
を
具
し
て
い
る
と
の
義
で
、
法

蔵
は
二
篇
の
五
十
八
戒
の
各
々
が
、
同
時
に
三
聚
戒
の
側
面
を

持
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
梵
網
菩
薩
の
三
聚
浄
戒
と
な
っ
て
い
る

と
す
る
。

　
　
　

＊
三
三
九
聚
・
・ 

三
聚
の
三
門
そ
れ
ぞ
れ
が
、
三
門
の
相
を
具
し
て
い
る
側
面
は

あ
る
が
、そ
れ
だ
け
で
な
く
、三
聚
が
互
い
に
融
じ
て
、三
観（
仮

観
・
空
観
・
中
観
）
ま
た
三
身
（
応
身
・
報
身
・
法
身
）
と
相

即
し
て
一
乗
を
成
じ
て
い
る
と
の
義
で
、
天
台
で
は
こ
れ
を
円

融
の
菩
薩
戒
と
し
て
い
る
。
古
来
こ
れ
を
、
一
乗
九
聚
の
妙
戒

と
い
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

＊
理
證
・
・ 

道
理
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
。

　
　
　

＊
教
證
了
了
・
・ 

教
文
を
証
拠
と
し
て
明
白
な
る
こ
と
。

　
　
　

＊
通
授
分
持
・
・ 

本
稿
末
の「
解
説
ノ
ー
ト
・
円
戒
の
授
戒
法
に
つ
い
て
」を
参
照
。

　
　
　

＊
通
局
・
・ 

通
と
は
一
般
的
な
る
こ
と
で
、
局
と
は
一
部
的
に
限
る
こ
と
。
こ
こ

で
は
、
具
体
的
に
言
え
ば
と
い
う
意
。

［
本
文
］（
十
一
丁
右
・
九
行
目
よ
り
）

如
来
は
分
明
に
此
の
摂
律
義
五
十
八
戒
の
別
解
脱
の
外
に
、
更
に
余
二
の
＊
戒

相
を
開
演
し
玉
ひ
、
仏
子
、
吾
れ
今
、
一
切
の
菩
薩
の
為
に
一
切
戒
の
根
本
を

結
す
。
所
謂
＊
三
受
門
な
り
。﹇
見
る
べ
し
。
当
宗
の
三
戒
こ
れ
、
大
小
権
実

の
一
切
戒
の
根
本
な
る
こ
と
を
。
是
の
故
に
列
祖
、
今
戒
を
以
て
真
実
の
具
戒

と
判
ず
﹈
＊
摂
善
法
戒
は
、
所
謂
八
万
四
千
法
門
な
り
。﹇
彼
の
一
百
余
の
＊

羯
磨
は
、
皆
な
是
れ
作
持
、
即
ち
行
善
に
当
る
。
是
の
故
に
当
宗
は
、
声
聞
蔵

の
制
を
以
て
、
皆
な
此
の
戒
の
中
に
摂
す
。
尤
も
所
準
の
羯
磨
、
并
に
二
百
余

戒
の
相
、
皆
な
此
の
中
に
摂
属
す
と
雖
も
、
能
準
の
菩
薩
の
秉
相
は
、
一
切
の

羯
磨
、
及
び
身
口
の
威
儀
等
、
悉
く
今
の
摂
律
の
二
篇
を
補
助
す
。
是
れ
其
の

法
体
に
就
く
に
、
本
よ
り
無
是
無
非
な
る
こ
と
、
依
律
の
説
な
る
を
以
て
な
り
。

そ
の
律
説
は
、
顕
戒
論
の
中
に
も
引
拠
し
玉
へ
る
が
如
し
。﹈　

＊
摂
衆
生
戒

は
、
所
謂
＊
慈
悲
喜
捨
、
化
一
切
に
及
ぼ
す
な
り
。﹇
瑜
伽
の
戒
は
、
当
宗
の
意
、

皆
な
此
の
戒
の
中
に
属
す
。
そ
の
故
は
、
彼
の
第
四
級
の
戒
は
、
第
三
級
の
戒

を
反
転
し
て
、
若
し
は
利
他
の
行
願
に
は
、
縦
ひ
性
罪
も
ま
た
開
許
し
、
其
の

余
の
制
戒
、
多
く
は
皆
な
＊
四
等
の
行
相
の
外
に
出
で
ざ
れ
ば
な
り
。
此
の
如

き
二
聚
の
摂
属
は
、
倶
に
千
古
の
祖
承
に
見
ゆ
。﹈　

摂
律
儀
戒
は
、
所
謂
十
波

羅
夷
な
り
。﹇
上
に
云
う
が
如
く
、
是
れ
正
し
く
其
の
根
本
の
中
の
根
本
を
挙

示
し
玉
へ
る
な
り
。
第
二
篇
の
軽
戒
も
同
じ
く
摂
律
儀
な
る
こ
と
は
、
仏
意
復

説
示
を
待
す
。
又
ま
た
識
知
す
べ
し
。
此
の
摂
律
の
み
、
其
の
文
、
略
な
る
に

非
ず
。
上
の
二
聚
も
ま
た
略
な
る
こ
と
を
。
そ
の
摂
衆
生
戒
の
如
き
＊
四
弘
等

を
も
ま
た
摂
す
べ
し
と
雖
も
、
た
だ
四
等
の
み
を
挙
げ
玉
ひ
、
摂
善
法
戒
は
無
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量
の
行
願
、
悉
く
然
り
と
雖
も
、
且
く
八
万
四
千
と
の
み
示
し
玉
へ
ば
な
り
。

凡
そ
此
れ
等
の
義
は
、
広
釈
等
を
披
て
知
る
べ
し
。﹈
と
説
示
し
て
、
三
戒
を

列
制
し
玉
へ
る
に
、
此
の
如
き
誠
諦
の
律
文
に
依
憑
す
べ
き
こ
と
を
覚
知
せ
ず

し
て
、
誤
っ
て
此
の
摂
律
儀
戒
、
二
篇
五
十
八
の
波
羅
提
木
叉
を
分
て
三
戒
と

な
し
、
而
し
て
そ
れ
を
梵
網
の
三
聚
と
し
、
し
か
の
み
な
ら
ず
其
の
律
制
の
余

二
の
相
は
、
一
向
に
沙
汰
せ
ず
し
て
、
＊
高
架
に
措
く
が
如
き
は
、
是
れ
た
だ

近
く
戒
本
の
﹇
若
し
そ
れ
、
異
国
は
唐
末
以
来
、
一
巻
の
菩
薩
戒
経
は
、
其
の

伝
を
失
へ
り
。
是
の
故
に
多
く
は
、
惟
だ
惟
だ
瑜
伽
の
戒
本
を
伝
へ
、
ま
た
梵

網
戒
を
尊
重
す
る
師
は
、
た
だ
其
の
下
巻
を
別
行
し
て
、
毎
月
の
所
誦
に
擬
す
。

茲
を
以
て
、
別
に
天
台
及
び
剡
川
の
釈
し
玉
へ
る
所
の
戒
経
は
、
之
を
誦
し
得

る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。﹈　

文
相
の
み
を
解
し
て
、
遠
く
菩
薩
律
蔵
の
本
制
を

＊
通
暁
せ
ざ
る
失
の
み
に
非
ず
、
ま
た
随
て
大
律
所
制
の
菩
薩
比
丘
の
戒
経
の

木
叉
を
し
て
、
軽
篇
の
諸
戒
は
皆
な
悉
く
波
羅
提
木
叉
な
ら
ざ
ら
令
む
る
に
至

る
。
況
や
是
染
非
染
の
相
を
詳
に
し
て
、
三
品
に
若
軽
若
重
の
＊
制
懺
を
論
ず

る
等
の
こ
と
あ
ら
ん
や
。
之
に
依
て
実
大
乗
の
戒
経
の
制
旨
を
破
壊
し
、
独
菩

薩
蔵
の
本
律
の
誠
文
を
＊
紊
乱
す
。
実
に
是
れ
＊
誣
妄
の
甚
だ
し
き
に
し
て
、

杜
撰
の
至
り
な
る
者
な
り
。
況
や
今
の
二
篇
の
別
脱
は
、
彼
の
小
律
の
た
だ
五

篇
の
外
に
、
余
二
の
制
戒
な
け
れ
ば
、
即
ち
其
の
別
脱
の
上
に
於
い
て
、
四
分

宗
の
開
祖
、
私
の
＊
料
簡
を
以
て
、
一
一
の
律
義
戒
に
於
い
て
、
余
二
の
義
を

設
け
立
て
ら
れ
し
よ
り
、
始
め
て
三
戒
の
名
義
を
成
じ
て
、
菩
薩
戒
と
な
れ
る

と
は
、
碩
ひ
に
異
に
し
て
、
本
来
律
蔵
の
中
に
別
々
に
三
戒
を
結
び
玉
へ
る
摂

律
義
の
二
篇
な
れ
ば
、
是
れ
を
＊
分
擘
し
て
三
戒
と
な
し
竟
て
、
始
め
て
菩
薩

戒
と
な
る
に
は
あ
ら
ず
。
二
篇
の
全
体
そ
の
儘
に
て
、
元
と
よ
り
是
れ
菩
薩
の

戒
な
れ
ば
な
り
。
何
ぞ
私
に
菩
薩
比
丘
の
防
非
止
悪
の
別
脱
を
以
て
、
曲
げ
て

行
善
度
生
の
余
二
の
＊
戒
検
と
す
る
こ
と
を
得
ん
や
。

孝
名
為
戒
亦
名
制
止
と
説
示
し
玉
へ
る
も
、
二
篇
は
皆
な
是
れ
直
往
の
大
機
の

比
丘
の
別
解
脱
戒
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。
然
る
に
、
他
は
是
れ
法
相
権
門
の

宗
家
の
人
師
な
れ
ば
、
此
の
最
上
頓
大
の
実
乗
の
独
菩
薩
の
為
に
制
し
玉
へ
る

梵
網
瓔
珞
等
の　
﹇
究
竟
実
義
及
び
＊
文
殊
問
等
、
此
の
諸
部
の
制
は
専
ら
不

共
二
乗
の
戒
検
に
し
て
共
乗
の
律
刑
に
非
ず
。
是
の
故
に
＊
四
祖
六
祖
、
皆
な

正
し
く
実
義
経
を
引
い
て
證
成
し
玉
へ
り
。
然
る
に
南
京
の
悲
（
＊
一
）正
二
師
、
誤
っ

て
実
義
経
の
律
制
を
解
し
て
、
曲
げ
て
通
受
自
誓
の
證
拠
と
な
し
て
、
瑜
伽
共

門
の
応
理
宗
を
唱
ふ
。
是
れ
ま
た
彼
の
経
の
制
旨
を
紊
乱
す
る
こ
と
の
甚
だ
し

き
者
な
り
。
希
く
は
、
当
宗
を
学
習
す
る
者
、
深
く
共
独
二
律
の
際
を
暁
め
ん

こ
と
を
﹈　

律
刑
の
相
、
其
の
手
に
入
ら
ざ
る
は
、
当
然
の
道
理
な
れ
ば
、
今

こ
れ
を
責
む
る
に
非
ず
。
当
代
、
実
乗
圓
頓
の
法
門
を
弘
通
す
る
台
禅
浄
土
等

の
諸
の
宗
徒
、
な
お
今
の
圓
頓
戒
の
義
を
忘
却
し
て
、
梵
網
の
三
聚
は
是
れ
何

等
の
三
戒
か
、
正
し
く
然
る
こ
と
を
了
別
せ
る
人
を
見
ず
。
是
れ
を
＊
法
滅
の

時
と
云
う
。
此
の
事
を
＊
三
思
し
て
、
涙
痕
面
を
濡
さ
ず
ん
ば
あ
ら
じ
。

﹇
註
記
﹈

（
＊
一
）  

＊
悲
正
二
師
の
解
を
誤
り
と
し
、
ま
た
曲
解
と
す
る
こ
と
、
通
受
門
の
人
は
共

許
あ
る
ま
じ
。
然
れ
ど
も
、
占
察
経
共
独
弁
を
読
む
者
は
、
自
ら
北
嶺
及
び
台

荊
の
所
見
は
、
悲
正
の
所
見
と
異
に
し
て
、
而
も
善
く
占
察
の
＊
文
旨
に
愜
ふ

こ
と
を
了
せ
ん
。
悲
正
の
解
は
、
実
に
彼
の
経
の
正
義
に
は
非
る
な
り
。
仏
祖
、

此
の
経
を
究
竟
実
義
と
題
称
せ
し
む
。
尤
も
深
旨
あ
る
こ
と
を
察
知
す
べ
し
。

（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊
戒
相
・
・ 

具
体
的
に
保
つ
べ
き
戒
の
相
状
の
こ
と
。　
　

　
　
　

＊
三
受
門
・
・ 

菩
薩
の
受
け
る
べ
き
、
三
種
の
戒
。
三
聚
浄
戒
の
こ
と
。

　
　
　

＊
摂
善
法
戒
・
・ 

自
行
作
善
の
た
め
に
、
菩
薩
が
一
切
の
善
法
を
み
な
実
行
せ
ん

と
す
る
戒
。

　
　
　

＊
羯
磨
・
・ 

コ
ン
マ
（karm

an

）
の
音
写
。
懺
悔
や
授
戒
な
ど
の
戒
律
に
関
す
る

作
法
の
こ
と
。

　
　
　

＊
摂
衆
生
戒
・
・ 

利
他
益
物
の
た
め
に
、
菩
薩
が
一
切
の
衆
生
を
摂
受
せ
ん
と
す

る
戒
。
饒
益
有
情
戒
と
も
言
う
。
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六
二

　
　
　

＊
慈
悲
喜
捨
・
・ 

四
無
量
心
（
四
つ
の
広
大
な
利
他
の
心
）
の
こ
と
で
、
慈
と
は

他
者
へ
の
い
つ
く
し
む
心
、悲
と
は
他
者
を
憐
れ
む
同
情
の
心
、

喜
と
は
他
者
を
幸
福
に
す
る
喜
び
の
心
、
捨
と
は
執
ら
わ
れ
を

捨
て
る
平
等
な
る
心
を
い
う
。こ
の
利
他
の
心
を
得
る
こ
と
で
、

梵
天
界
に
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
四
梵
住
と
も
い
う
。

　
　
　

＊
四
等
・
・ 

こ
こ
で
は
、
四
無
量
心
の
こ
と
。

　
　
　

＊
四
弘
等
・
・ 

四
弘
誓
願
な
ど
の
菩
薩
の
誓
願
。

　
　
　

＊
高
架
に
措
く
・
・ 

話
を
棚
上
げ
し
て
、
手
を
付
け
な
い
こ
と
。

　
　
　

＊
通
暁
・
・ 
物
事
に
よ
く
通
じ
明
ら
か
な
こ
と
。

　
　
　

＊
制
懺
・
・ 

制
教
の
懺
法
。
罪
の
軽
重
に
随
い
懺
法
が
異
な
る
。

　
　
　

＊
紊
乱
・
・ 

み
だ
す
こ
と
。

　
　
　

＊
誣
妄
・
・ 

無
い
こ
と
を
在
る
よ
う
に
言
っ
て
、
偽
る
こ
と
。

　
　
　

＊
料
簡
・
・ 

了
見
。
考
え
。

　
　
　

＊
分
擘
・
・ 

分
け
引
き
裂
く
こ
と
。

　
　
　

＊
戒
検
・
・ 

戒
律
と
し
て
締
め
く
く
る
こ
と
。

　
　
　

＊
文
殊
問
等
・
・ 『
文
殊
問
経
』。
沙
弥
・
優
婆
塞
な
ど
が
守
る
べ
き
、
菩
薩
と
し

て
の
十
戒
や
八
戒
な
ど
を
説
く
。

　
　
　

＊
四
祖
六
祖
・
・ 

四
祖
と
は
、
慈
覚
大
師
円
仁
の
こ
と
。
ま
た
六
祖
は
、
智
證
大

師
円
珍
の
こ
と
。

　
　
　

＊
法
滅
の
時
・
・ 

仏
法
が
、
完
全
に
滅
尽
す
る
時
代
。

　
　
　

＊
三
思
・
・ 

三
度
思
う
こ
と
。
慎
重
に
考
え
る
こ
と
。

　
　
　

＊
悲
正
二
師
・
・ 

悲
と
は
、大
悲
菩
薩
・
覚
盛
の
こ
と
。
ま
た
正
と
は
、興
正
菩
薩
・

叡
尊
の
こ
と
。
こ
の
両
師
は
、
鎌
倉
期
の
南
都
戒
律
復
興
の
中

興
と
さ
れ
る
が
、
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
に
東
大
寺
大
仏
殿

で
自
誓
受
戒
し
、
比
丘
と
な
る
。
梵
網
の
戒
法
を
研
究
し
授
戒

を
進
め
、
梵
網
菩
薩
戒
に
関
す
る
典
籍
を
多
く
著
す
が
、
そ
れ

ら
は
専
ら
、
新
羅
僧
・
太
賢
の
『
梵
網
経
古
迹
記
』
を
規
模
と

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

悲
正
二
師
の
見
解
を
誤
り
と
す
る
の
は
、『
占
察
経
』
等
の
解

釈
が
、
天
台
の
そ
れ
と
大
い
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
尚
、
南

都
で
は
比
丘
の
具
戒
は
瑜
伽
羯
磨
を
用
い
る
の
に
対
し
、
実
義

に
よ
り
天
台
で
は
瓔
珞
羯
磨
に
よ
る
の
が
特
徴
。

　
　
　

＊
文
旨
に
愜
ふ
こ
と
・
・ 

文
の
主
旨
に
適
合
し
て
、
満
足
で
あ
る
こ
と
。

［
本
文
］（
十
四
丁
右
・
九
行
目
よ
り
）

汝
、
今
幸
い
に
聞
か
ん
こ
と
を
請
ふ
。
上
の
如
き
二
篇
の
摂
律
、
八
萬
の
摂
善
、

四
等
の
摂
生
、
蓋
し
此
の
三
戒
を
正
し
く
梵
網
宗
の
三
聚
と
称
す
。
こ
れ
所
謂
、

霊
山
の
直
受
な
る
＊
衡
台
列
祖
の
稟
伝
、
＊
三
聖
二
師
、
及
び
自
他
宗
の
諸
祖

唱
和
し
玉
へ
る
所
な
り
。
然
し
て
此
の
三
戒
、
分
受
し
結
縁
す
る
こ
と
は
、
通

授
法
あ
れ
ば
、
下
衆
及
び
六
道
の
有
情
に
﹇
経
に
但
解
法
師
語
と
説
く
は
、
此

の
通
授
の
中
、ま
た
正
し
く
得
戒
す
る
者
に
約
す
﹈
至
る
ま
で
、ま
た
悉
く
通
ず
。

然
り
と
雖
も
、是
を
善
く
具
足
す
る
こ
と
は
、別
授
法
﹇
此
の
通
別
二
授
の
法
は
、

源
と
実
義
経
の
律
制
に
し
て
、
其
の
羯
磨
の
差
別
は
、
六
祖
の
戒
儀
の
注
に
詳

な
り
。﹈
の
み
に
限
て
、
通
授
法
の
得
る
所
に
は
非
ず
。
故
に
此
の
二
篇
三
聚

を
﹇
小
律
の
具
戒
を
五
篇
七
聚
と
称
す
る
こ
と
、
ま
た
此
の
例
な
る
こ
と
知
る

べ
し
。﹈
具
足
す
る
人
を
指
し
て
、
大
乗
の
比
丘
と
称
す
。
是
れ
梵
網
戒
本
の

正
宗
に
し
て
、
台
山
の
列
祖
独
授
の
相
承
な
り
。
是
の
故
に
ま
た
善
く
暁
む
べ

し
。
別
誦
し
て
、
菩
薩
戒
経
と
題
せ
る
菩
薩
の
二
字
は
、
全
く
是
れ
大
乗
比
丘

の
異
称
な
る
こ
と
を
。
ま
た
四
分
五
分
等
の
声
聞
比
丘
の
戒
経
に
は
、
声
聞
の

二
字
を
略
去
し
て
、
た
だ
比
丘
戒
本
と
題
せ
る
が
如
く
、
今
（
＊
一
）の
菩
薩
比
丘
の
戒

経
に
は
、ま
た
比
丘
の
二
字
を
略
去
し
て
、た
だ
菩
薩
戒
経
と
の
み
標
し
て
、﹇
瑜

伽
の
戒
本
の
若
き
は
、
た
だ
是
れ
菩
薩
戒
本
に
し
て
、
菩
薩
比
丘
の
戒
本
に
非

ざ
る
こ
と
は
、
ま
た
言
う
こ
と
を
待
た
ず
。﹈　

各
の
其
の
賤
（
＊
二
）称
を
略
し
、
其
の

尊
号
を
顕
せ
る
な
り
。﹇
共
乗
律
部
の
戒
本
は
、
全
く
此
の
例
に
は
非
ず
。﹈　

然
る
に
此
の
所
以
を
験
め
ざ
る
儔
は
、
此
の
今
の
戒
経
を
以
て
、
＊
瑜
伽
共
門

の
戒
本
の
標
題
と
同
一
に
解
し
て
、﹇
彼
は
善
（
＊
三
）戒
律
の
四
重
に
、
次
第
を
歴
て

発
得
す
る
菩
薩
戒
な
る
故
、
第
三
級
に
既
に
小
具
の
戒
を
納
れ
竟
れ
る
、
比
丘
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六
三

の
第
四
級
に
昇
る
べ
き
時
、
受
る
所
の
三
戒
の
中
の
律
儀
戒
な
れ
ば
、
た
だ
是

れ
菩
薩
戒
に
し
て
、
全
く
比
丘
戒
に
非
ざ
る
こ
と
、
自
ら
明
な
り
。
是
の
故
に
、

今
と
は
る
か
に
殊
な
り
、
混
同
す
べ
か
ら
ず
。﹈
是
れ
直
に
僧
戒
な
る
に
非
ず

と
心
得
た
る
は
、
偏
見
の
甚
だ
し
き
な
り
。

﹇
註
記
﹈

（
＊
一
）  

問
う
。
梵
網
戒
経
は
、
是
れ
大
乗
比
丘
戒
本
な
り
と
云
は
ば
、
ま
た
別
に
＊
大

尼
の
戒
経
あ
り
と
せ
ん
や
。
答
う
。
凡
そ
、
此
の
如
き
執
見
を
指
し
て
、
四
祖

は
執
小
者
と
斥
ひ
玉
へ
る
な
り
。
声
聞
の
戒
経
は
、
僧
尼
と
も
に
縁
起
の
戒
な

れ
ば
二
部
の
別
あ
り
。
三
世
常
住
の
具
足
の
戒
経
は
、
因
縁
興
起
の
結
戒
に
非

る
を
以
て
、
僧
尼
同
部
に
し
て
、
別
に
大
尼
の
戒
経
あ
る
こ
と
な
き
な
り
。

（
＊
二
）  

比
丘
号
の
こ
と
小
乗
の
当
分
に
て
は
、
＊
賤
称
と
は
な
し
が
た
し
。
然
れ
ど
も
、

大
乗
よ
り
之
を
い
へ
ば
、
忽
ち
に
賤
称
と
な
る
。
其
の
義
、
自
ら
了
す
べ
し
。

（
＊
三
）  

問
う
。
梵
網
の
僧
戒
は
、
次
第
に
依
ら
ざ
る
や
。
答
う
。
本
律
に
依
る
に
、
此

の
戒
は
具
足
受
す
る
に
、
漸
頓
の
二
受
あ
り
。
其
の
中
、
漸
受
の
辺
は
当
宗
の

依
律
の
五
八
十
戒
、
及
び
六
法
を
受
け
て
、
最
後
に
此
の
宗
の
具
戒
を
受
く
。

頓
受
は
、
此
の
例
に
非
ず
。

（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊
衡
台
列
祖
・
・ 

衡
と
は
、
衡
山
つ
ま
り
南
嶽
の
慧
思
禅
師
を
指
し
、
台
と
は
、

天
台
山
の
智
顗
を
指
す
。

　
　
　

＊
三
聖
二
師
・
・ 

三
聖
と
は
、
伝
教
大
師
、
慈
覚
大
師
、
智
證
大
師
の
三
大
師
。

二
師
と
は
、
安
然
、
慈
慧
の
こ
と
。　

　
　
　

＊
瑜
伽
共
門
の
戒
本
・
・ 

瑜
伽
戒
は
、大
乗
小
乗
共
通
の
菩
薩
戒
と
さ
れ
る
の
で
、

こ
れ
を
共
門
の
戒
本
と
よ
ぶ
。

　
　
　

＊
大
尼
・
・ 

比
丘
尼
の
こ
と
。

　
　
　

＊
賤
称
・
・ 

蔑
む
べ
き
呼
称
。

［
本
文
］（
十
五
丁
左
・
六
行
目
よ
り
）

今
、
此
の
戒
経
は
本
は
是
れ
、
究
竟
真
実
の
律
制
の
﹇
是
れ
即
ち
、
別
円
密
の

三
類
の
人
の
大
律
な
る
者
な
り
。﹈　

僧
戒
な
れ
ば
、
随
縁
結
戒
の
小
具
の
下
衆

に
一
向
通
ぜ
ざ
る
僧
戒
と
異
に
﹇
是
れ
は
蔵
通
二
教
の
機
の
具
戒
な
り
﹈　

ま

た
共
乗
瑜
伽
の
戒
は
、
分
に
人
道
の
七
衆
へ
通
ず
れ
ど
も
、
な
お
対
機
施
設
の

権
門
の
戒
に
し
て
、﹇
是
れ
は
、
正
し
く
通
教
の
菩
薩
戒
な
れ
ば
、
方
等
及
び

共
般
若
の
会
に
、
＊
恥
小
慕
大
の
二
乗
、
并
に
権
機
の
菩
薩
の
為
に
制
し
玉
ふ

所
﹈
全
く
仏
性
常
住
の
＊
金
剛
宝
戒
に
非
ざ
れ
ば
、
六
道
の
有
情
に
は
通
ぜ
ざ

る
と
異
に
し
て
、
元
と
是
れ
実
乗
の
仏
性
戒
な
れ
ば
、
其
の
結
縁
の
法
は
、
ま

た
六
道
の
有
情
に
も
及
ぼ
す
の
説
あ
り
。

茲
を
以
て
、
或
は
却
っ
て
是
れ
に
迷
ひ
、
此
の
五
十
八
戒
、
何
ぞ
是
れ
僧
戒
な

る
べ
け
ん
や
。
若
し
是
れ
僧
戒
な
ら
ば
、
梵
天
及
び
国
王
大
臣
、
乃
至
奴
婢
畜

生
も
皆
な
受
戒
せ
よ
と
説
く
、
か
く
の
如
き
類
も
、
受
戒
し
竟
ら
ば
、
皆
な
是

れ
比
丘
な
り
と
云
は
ん
や
。
当
に
知
る
べ
し
。
定
慧
の
二
法
は
大
小
各
々
別
な

り
と
雖
も
、
戒
律
の
一
法
は
、
小
即
大
乗
に
し
て
、
比
丘
は
必
ず
四
分
等
に
依

る
に
非
れ
ば
能
は
ざ
る
こ
と
を
。
菩
薩
の
律
部
に
は
、
決
し
て
＊
六
和
の
義
あ

る
こ
と
な
し
。﹇
然
る
に
実
剋
し
て
是
れ
を
云
え
ば
、
小
共
独
の
三
種
の
律
、

不
同
な
る
が
故
に
、
小
兼
大
の
三
寺
ま
た
不
同
に
し
て
、
終
に
下
中
上
の
三
根

に
従
っ
て
、
各
各
た
だ
其
の
戒
の
和
す
る
の
み
に
非
ず
。
其
の
余
三
業
及
び
見

等
の
五
も
、
悉
く
究
竟
し
て
和
す
る
こ
と
を
得
。
当
宗
に
非
ず
ば
、
何
ぞ
善
く

諸
律
の
制
を
判
じ
尽
く
さ
ん
や
。﹈

況
や
、
四
分
宗
の
如
き
は
、
律
は
是
れ
小
乗
な
る
も
、
教
に
約
す
れ
ば
是
れ
大

乗
な
れ
ば
、
即
ち
是
れ
菩
薩
の
比
丘
な
る
者
な
り
。
何
に
況
や
、
＊
南
山
霊
芝

の
釈
せ
る
一
一
戒
具
の
三
聚
の
相
、
豈
に
即
ち
円
の
菩
薩
戒
な
る
に
非
ず
や
。

況
や
ま
た
戒
は
、
是
れ
衆
を
和
す
声
聞
蔵
の
外
に
於
い
て
、
ま
た
何
ぞ
別
の
僧

戒
あ
る
べ
け
ん
や
。
ま
た
梵
網
戒
は
、
下
衆
も
之
を
受
れ
ば
、
即
ち
菩
薩
と
称

す
る
な
り
と
、
斯
く
の
み
会
得
し
て
、
実
に
＊
仮
令
一
往
の
料
簡
を
以
て
、
此

の
深
難
得
底
の
一
乗
戒
経
の
旨
趣
を
判
断
し
、
梵
網
律
宗
の
真
実
の
律
義
な
る
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六
四

二
篇
六
品
の
﹇
重
軽
と
も
に
上
中
下
の
三
品
纏
を
論
じ
て
、
制
懺
の
難
易
を
判

ず
。
是
れ
を
六
品
の
不
同
と
云
う
。
戒
経
の
中
に
好
く
此
の
旨
を
明
ら
め
解
す

べ
き
事
を
示
し
て
、
於
是
法
中
一
一
好
解
と
説
く
。
ま
た
は
若
軽
若
重
是
非
之

相
と
宣
玉
へ
ど
も
、
当
宗
久
し
く
廃
し
て
、
其
の
一
一
の
名
目
す
ら
な
お
祖
承

を
知
れ
る
人
に
乏
し
、
悲
し
き
哉
。﹈
別
解
脱
を
＊
貶
し
て
、
僧
戒
に
非
ず
と

心
得
た
る
は
、
＊
愚
蒙
更
に
此
よ
り
甚
だ
し
き
は
あ
ら
じ
。

（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊
恥
小
慕
大
・
・ 
小
乗
の
浅
理
を
信
受
す
る
根
機
を
恥
じ
て
、
大
乗
の
深
理
の
教

受
を
慕
う
こ
と
。

　
　
　

＊
金
剛
宝
戒
・
・ 

円
戒
の
戒
体
は
、
一
得
永
不
失
の
妙
戒
で
あ
り
、
金
剛
の
如
く

不
壊
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
金
剛
宝
戒
と
い
う
。
梵
網
経（
下
巻
）

で
は
、
菩
薩
戒
を
盧
舎
那
仏
の
一
戒
光
明
金
剛
宝
戒
と
も
、
仏

性
戒
と
も
説
い
て
い
る
。

　
　
　

＊
六
和
の
義
・
・ 

身
和
敬
、
口
和
敬
、
意
和
敬
、
戒
和
敬
、
見
和
敬
、
利
和
敬
の

六
和
敬
。
行
者
が
他
に
合
わ
せ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
の
で
、

こ
れ
を
和
敬
と
い
う
。

　
　
　

＊
南
山
霊
芝
・
・ 

南
山
と
は
、道
宣
律
師
、『
四
分
律
行
事
鈔
』を
著
す
。霊
芝
と
は
、

宋
代
の
元
照
律
師
、『
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
』
を
著
す
。

　
　
　

＊
仮
令
一
往
の
料
簡
・
・ 

方
便
的
な
、
通
り
一
辺
倒
の
考
え
。
た
と
え
、
一
通
り

の
見
解
で
。

　
　
　

＊
貶
し
て
・
・ 

斥
け
て
と
い
う
意
。　
　
　

　
　
　

＊
愚
蒙
・
・ 

愚
か
で
、
も
の
の
道
理
に
暗
い
こ
と
。

［
本
文
］（
十
七
丁
右
・
末
尾
よ
り
）

凡
そ
一
家
は
三
寺
﹇
小
兼
大
﹈
五
教
に
﹇
蔵
通
別
円
密
﹈、
約
し
て
三
律
の
分

齊
を
究
め
尽
く
し
、
殊
更
、
＊
二
密
大
円
教
の
幽
旨
を
詳
に
し
て
、
此
の
＊
円

頓
戒
家
の
＊
九
衆
を
成
立
し
玉
へ
る
な
り
。
汝
、
善
く
反
覆
し
て
之
を
審
察
せ

よ
。
若
し
爾
ら
ず
し
て
、
梵
網
の
二
篇
を
縦
ひ
分
擗
せ
ざ
る
も
、
僧
戒
は
必
ず

二
百
五
十
戒
の
み
に
し
て
、
此
の
外
に
比
丘
戒
な
し
と
執
せ
ば
、
忽
ち
是
れ
南

都
法
相
権
乗
の
宗
徒
、
及
び
東
密
の
宗
家
の
律
儀
を
珍
重
す
る
者
に
し
て
、
四

祖
の
謂
う
所
の
執
小
者
と
は
、
正
し
く
是
れ
な
り
。
全
く
北
嶺
の
性
宗
実
乗
の

法
流
を
汲
む
、
鎮
国
の
僧
宝
な
る
円
頓
菩
薩
戒
の
僧
徒
に
は
非
ず
。
＊
背
宗
の

罪
愆
ま
た
是
れ
よ
り
大
な
る
者
な
し
。
禅
浄
及
び
、
我
が
台
門
の
諸
祖
は
皆
な

是
れ
当
宗
の
大
具
の
比
丘
に
し
て
、
曾
て
小
具
の
大
僧
に
は
非
ざ
れ
ば
な
り
。

謹
ん
で
、
台
禅
浄
土
等
の
宗
徒
に
白
す
。
進
て
放
逸
を
行
ふ
こ
と
な
く
、
ま
た

退
て
小
律
を
執
す
る
こ
と
な
く
、
冀
は
歩
を
列
祖
の
道
に
運
び
て
、
大
律
の
具

戒
の
相
を
沈
思
し
、
且
つ
詳
審
に
し
玉
へ
。
吉
水
の
空
上
人
の
語
に
も
、﹇
漢

語
燈
録
観
経
釈
﹈　

天
台
宗
の
意
は
、
二
つ
の
具
足
戒
有
り
。
一
に
は
大
乗
具

足
戒
。
二
に
は
小
乗
具
足
戒
と
云
へ
り
。﹇
こ
れ
即
ち
、
蔵
通
の
具
戒
と
別
円

密
の
具
戒
と
な
り
。
須
く
之
を
詳
に
す
べ
し
。﹈　

全
く
是
れ
、
＊
北
嶺
の
根
本

大
師
﹇
空
上
人
の
初
学
鈔
に
云
く
。
大
乗
律
宗
は
伝
教
大
師
の
立
つ
る
所
な
り

と
。
戒
学
に
志
す
者
、
宜
し
く
意
を
留
む
べ
き
所
﹈
及
び
四
祖
六
祖
の
説
と
同

し
。
勿
論
、
当
宗
に
は
祖
承
の
深
旨
あ
り
て
、
古
よ
り
師
師
相
受
し
て
、
妄
り

に
是
れ
を
筆
点
に
顕
し
玉
は
ず
。﹇
然
れ
ど
も
、
ま
た
彼
此
の
古
抄
に
雑
り
見

ゆ
。﹈　

是
れ
故
に
、
建
仁
の
栄
西
国
師
は
、
別
授
の
菩
薩
戒
は
伝
教
大
師
の
元

意
有
り
。
顕
示
す
べ
か
ら
ず
。﹇
出
家
大
綱
﹈
と
云
云
せ
り
。
然
（
＊
一
）し
て
当
宗
は
、

別
円
密
の
菩
薩
の
具
戒
の
中
に
於
い
て
、
殊
に
別
戒
を
簡
ん
で
、
更
に
円
意
に

依
る
﹇
若
し
倶
密
の
具
戒
は
、
理
密
の
円
具
に
異
な
る
こ
と
な
し
。﹈　

茲
を
以

て
、
和
漢
一
統
し
て
古
今
是
れ
を
円
頓
戒
と
称
す
。
此
れ
即
ち
、
台
上
の
舎
那

仏
よ
り
起
こ
り
、
応
化
の
釈
迦
は
法
華
会
上
に
至
て
、
小
具
の
比
丘
及
び
権
乗

の
菩
薩
比
丘
の
僧
を
開
廃
会
し
て
、
悉
く
此
の
大
具
の
菩
薩
比
丘
と
な
し
竟
り

玉
ひ
て
、
半
月
半
月
に
は
惟
だ
惟
だ
此
の
一
乗
比
丘
の
戒
経
を
誦
し
て
説
戒
し
、

如
我
昔
所
願　

今
者
已
満
足
と
唱
へ
玉
ひ
、
南
嶽
天
台
は
梵
網
戒
経
の
宗
意
を

究
尽
し
て
、
是
れ
を
伝
へ
玉
ふ
所
の
仏
祖
授
受
の
妙
宗
な
れ
ば
、
一
乗
の
三
学
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六
五

を
伝
る
者
、
＊
発
軫
に
明
め
得
て
修
学
せ
ず
ば
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
＊
甘
露
門
の

一
関
な
り
。﹇
其
の
次
第
は
、
別
に
一
篇
の
学
則
あ
り
云
云
﹈　

願
く
は
、
自
他

の
宗
侶
、
早
く
近
代
自
他
の
諸
公
の
云
云
せ
る
妄
計
を
打
破
し
て
、
速
や
か
に

其
の
轍
を
改
め
、
同
く
列
祖
伝
律
の
正
統
を
唱
え
て
、
倶
に
当
宗
の
的
旨
を
弘

通
せ
ん
こ
と
を
。
況
や
、
此
の
律
学
の
如
き
は
、
四
分
小
宗
の
其
の
僧
戒
を
受

け
竟
ざ
れ
ば
、
其
の
律
蔵
を
披
き
其
の
五
篇
の
相
を
修
学
す
る
こ
と
を
制
誡
し

玉
へ
る
と
異
に
し
て
、
当
宗
の
律
部
は
、
是
れ
僧
戒
な
り
と
雖
も
、
而
も
道
俗

と
も
に
分
に
応
じ
て
聴
学
す
る
事
を
開
許
し
玉
へ
る
な
れ
ば
、﹇
是
れ
に
ま
た

通
局
あ
り
。
か
ぎ
り
て
は
、
正
し
く
受
具
の
人
に
五
夏
の
間
を
期
し
て
習
学
せ

し
め
玉
へ
ど
も
、
通
し
て
は
下
衆
に
開
許
し
て
聴
学
せ
し
め
玉
は
ざ
る
に
非
ず
。

其
の
制
限
は
口
訣
に
存
す
。﹈　

其
の
修
学
に
於
い
て
、
最
も
便
り
多
き
律
蔵
な

る
を
や
。﹇
其
の
律
部
は
詳
な
る
こ
と
、
一
巻
の
目
録
の
如
し
﹈　

学
生
、
そ
れ

之
を
知
れ
。

﹇
註
記
﹈

（
＊
一
）  

或
人
、
当
宗
の
律
部
と
云
う
を
見
て
、
菩
薩
の
律
部
と
云
べ
け
れ
ど
も
、
円
頓

の
律
部
と
は
成
が
た
か
ら
ん
と
云
へ
り
。
誠
に
梵
網
は
、
一
別
を
兼
ね
た
れ
ば
、

直
に
是
れ
を
円
頓
の
律
部
と
称
す
る
と
云
に
は
非
ず
。
今
家
は
、
通
じ
て
菩
薩

の
律
部
に
依
て
、
別
誦
の
菩
薩
戒
経
を
根
本
と
し
、
法
華
の
開
顕
を
宗
骨
と
し

て
、当
宗
を
開
き
玉
へ
る
な
り
。
こ
こ
を
以
て
小
律
及
び
諸
羯
磨
等
に
至
る
ま
で
、

皆
一
乗
円
頓
の
大
律
に
帰
す
。
豈
に
円
頓
戒
家
の
律
部
に
非
ざ
る
こ
と
を
得
ん

や
。

（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊
二
密
大
円
教
・
・ 

二
密
と
は
、
三
密
事
相
の
法
と
し
て
の
事
秘
密
と
実
相
不
二

の
理
と
し
て
の
理
秘
密
を
言
う
。
天
台
で
は
、
大
日
・
金
剛

頂
経
の
事
理
倶
密
教
（
倶
密
）
だ
け
で
な
く
、
華
厳
・
法
華

の
大
乗
教
を
も
密
教
（
理
密
）
と
名
づ
け
、
円
融
不
二
の
立

場
か
ら
こ
れ
ら
総
て
を
包
摂
し
て
、
大
円
教
と
す
る
。

　
　
　

＊
円
頓
戒
・
・ 

伝
教
大
師
が
我
が
国
に
伝
え
た
大
乗
円
頓
教
の
戒
。
法
華
経
の
妙

旨
を
正
依
と
し
、
梵
網
経
の
十
重
四
十
八
軽
戒
を
具
足
す
る
、
純

大
乗
の
戒
。
円
頓
戒
と
は
、
円
満
頓
足
の
戒
と
い
う
義
で
あ
る
。

円
戒
、
金
剛
宝
戒
、
仏
性
戒
、
一
乗
戒
、
一
心
戒
、
円
頓
菩
薩
戒

と
も
よ
ぶ
。

　
　
　

＊
九
衆
・
・ 

菩
薩
九
衆
。
出
家
の
比
丘
、
比
丘
尼
、
式
叉
摩
那
、
沙
弥
、
沙
弥
尼
、

出
家
男
、
出
家
女
。
在
家
の
優
婆
塞
、
優
婆
夷
の
九
種
を
言
う
。

　
　
　

＊
背
宗
の
罪
愆
・
・ 

宗
旨
に
背
く
罪
、
ま
た
過
失
の
こ
と
。

　
　
　

＊
北
嶺
の
根
本
大
師
・
・ 

伝
教
大
師
最
澄
。

　
　
　

＊
発
軫
に
・
・ 

う
れ
い
の
心
を
お
こ
し
て
。

　
　
　

＊
甘
露
門
・
・ 

甘
露
の
涅
槃
に
至
る
法
門
。
如
来
の
教
法
。

［
本
文
］（
二
十
丁
右
・
一
行
目
よ
り
）

問
者
曰
く
、
戒
律
は
諸
家
の
通
式
な
る
こ
と
を
聞
く
と
雖
も
、
た
だ
四
分
律
宗

﹇
是
（
＊
一
）れ
当
今
の
真
言
家
、
并
に
南
京
の
六
宗
の
徒
の
律
な
る
こ
と
、
前
に
も
云

う
が
如
し
﹈　

の
み
あ
り
と
思
へ
り
。
辱
く
教
諭
を
承
け
て
、
ほ
ぼ
南
京
の
律

宗
の
﹇
是
れ
四
分
律
宗
、
并
に
応
理
宗
を
指
す
﹈　

外
に
別
に
北
嶺
あ
る
こ
と

を
聞
き
、
ま
た
随
て
思
う
に
、
＊
阿
覚
大
師
の
通
授
広
釈
に
は
、
屡
々
梵
網
の

具
戒
と
記
し
、
＊
四
祖
の
大
戒
論
、
＊
六
祖
の
普
賢
経
の
﹇
是
れ
ま
た
当
宗
の

依
律
な
る
こ
と
、
目
録
を
開
い
て
知
る
べ
し
。﹈　

記
に
は
、
三
聚
戒
是
れ
菩
薩

の
具
戒
に
し
て
、
全
く
僧
戒
な
る
こ
と
を
筆
録
し
玉
ひ
、
ま
た
＊
高
祖
の
式
論

は
、
其
の
摂
律
儀
戒
の
上
の
み
に
付
い
て
、
是
れ
円
頓
の
菩
薩
比
丘
の
別
解
脱

戒
な
る
こ
と
を
成
立
し
玉
ふ
な
れ
ば
、
諸
祖
一
致
し
て
、
宗
意
深
く
所
以
あ
り
。

勿
論
、
五
八
十
戒
及
び
六
法
并
に
其
の
授
法
は
、
皆
な
大
律
に
依
り
、
一
切
の

行
事
は
剡
疏
に
挙
示
し
玉
へ
る
如
く
、
皆
な
小
律
を
準
用
す
れ
ば
、
古
今
称
し

て
大
乗
律
宗
と
云
う
等
の
事
を
知
る
。
茲
を
以
て
、
頗
る
其
の
深
旨
あ
る
べ
き

こ
と
を
信
受
す
。
然
り
と
雖
も
、
其
の
梵
網
の
五
十
八
戒
の
中
に
は
、
な
お
＊
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六
六

非
時
食
戒
の
一
す
ら
無
し
。
況
や
、
其
の
余
の
微
細
の
威
儀
戒
を
や
。
若
し
こ

の
重
軽
二
篇
の
諸
戒
、
全
く
是
れ
僧
戒
な
り
と
云
は
ば
、
大
乗
の
比
丘
は
縦
ひ

非
時
食
す
と
も
、
ま
た
可
な
り
と
せ
ん
や
。
如
何
。

答
う
。
あ
あ
是
れ
何
事
ぞ
や
。
当
宗
の
受
具
別
授
の
式
の
至
て
厳
重
な
る
こ
と

を
知
ら
ず
。
ま
た
＊
根
本
大
師
の
授
戒
儀
、
＊
慈
忍
尊
者
の
受
法
記
の
﹇
正
し

く
は
、
七
軸
一
編
の
秘
籍
と
称
呼
す
。
是
れ
其
の
中
の
二
軸
な
り
﹈
あ
る
こ
と

を
聞
か
ず
。
た
だ
其
の
戒
相
の
み
を
知
て
、
其
の
法
を
聞
か
ず
。
故
に
全
く
其

の
所
発
の
戒
体
は
、
ま
た
三
種
の
無
尽
円
満
円
足
し
て
、
一
微
塵
の
戒
も
残
す

所
な
く
。
摂
尽
し
究
竟
せ
る
円
仏
の
具
戒
な
る
旨
を
も
、
了
達
せ
ざ
る
者
な
れ

ば
、
所
言
の
如
く
思
へ
る
も
、
ま
た
断
り
な
り
。
然
る
に
、
当
宗
の
受
具
別
授

の
法
は
、初
め
に
一
座
の
密
修
あ
り
て
、終
わ
り
に
＊
大
士
の
灌
頂
法
あ
り
。﹇
是

れ
菩
薩
の
内
證
授
職
の
位
に
か
な
へ
る
義
を
表
す
。
若
し
正
し
く
此
の
真
因
以

上
に
登
り
ぬ
れ
ば
、
三
種
の
八
萬
、
一
時
に
顕
発
す
る
を
以
て
、
真
の
具
戒
と

す
る
が
故
な
り
。
此
の
菩
薩
の
具
戒
を
施
与
す
る
の
相
は
、
源
と
高
祖
よ
り
出

で
て
、
千
歳
相
い
伝
て
是
れ
を
戒
灌
と
称
す
。
当
今
、
な
お
此
の
法
を
行
へ
る

戒
場
な
き
に
非
れ
ど
も
、
授
受
の
人
、
倶
に
是
れ
一
乗
比
丘
の
納
具
の
法
な
る

こ
と
を
知
れ
る
は
稀
な
り
。
た
だ
其
の
軌
則
の
伝
は
り
し
の
み
に
て
、
其
の
実

な
し
。
惜
し
い
か
な
。﹈
其
の
中
間
に
、
正
し
く
授
戒
を
行
う
に
至
て
は
、
先

ず
＊
四
依
を
説
い
て
﹇
是
れ
に
ま
た
通
別
の
二
種
あ
り
。
通
制
の
四
依
は
、
＊

四
摂
法
是
れ
な
り
。
＊
別
制
の
四
依
は
、
小
律
に
準
ず
る
是
れ
な
り
。
今
は
別

制
の
四
依
を
指
す
。﹈　

其
の
堪
不
堪
を
問
ひ
、
ま
た
＊
七
遮
十
事
を
問
ひ
、
而

し
て
其
の
次
に
二
篇
三
聚
の
具
足
の
大
戒
を
秉
受
せ
し
め
、後
に
は
授
物
の
﹇
是

れ
即
ち
、
＊
十
八
物
な
り
。
上
の
如
く
四
依
を
示
し
、
今
ま
た
三
衣
等
を
加
法

せ
し
む
る
は
、
是
れ
諸
仏
と
雖
も
、
剃
染
の
相
な
る
が
故
な
り
。
凡
そ
円
仏
の

具
戒
は
略
説
す
る
に
、
三
種
各
々
、
八
萬
四
千
な
り
と
雖
も
、
其
の
三
種
の

根
本
の
中
の
根
本
戒
は
、
即
ち
＊
十
夷
な
る
を
以
て
、
是
の
故
に
上
に
舎
那
釈

迦
よ
り
下
も
、
凡
位
の
新
学
の
比
丘
ま
で
、
惟
だ
惟
だ
此
の
二
篇
の
戒
を
誦
す

る
を
説
戒
の
法
と
す
。
余
の
二
聚
の
戒
は
、
此
の
別
脱
に
従
へ
な
り
。﹈　

作
法

等
あ
り
て
、
其
の
余
の
前
後
の
秉
法
、
み
な
一
家
の
列
祖
の
楷
定
し
玉
へ
る
所

に
し
て
、
実
に
容
易
な
ら
ざ
る
作
法
な
り
。﹇
故
に
当
宗
に
＊
白
四
羯
磨
あ
り
。

六
祖
及
び
阿
覚
大
師
等
の
大
乗
の
白
四
と
の
玉
ふ
こ
と
、
介
爾
も
怪
し
む
べ
き

こ
と
に
は
非
る
な
り
。
源
と
大
律
の
受
具
に
白
四
の
法
あ
る
こ
と
、
遠
く
梵
土

の
法
、
然
る
を
以
て
、
其
の
末
へ
、
小
律
の
中
へ
も
流
出
せ
る
な
り
。
学
士
、

善
く
之
を
了
せ
よ
。﹈

茲
を
以
て
、
此
の
受
法
等
を
詳
審
に
し
、
及
び
大
小
二
律
の
制
を
明
め
、﹇
若

し
諸
部
の
別
記
を
読
ま
ば
、
自
ら
小
共
独
の
三
種
の
律
制
、
各
々
不
同
な
る
こ

と
を
知
る
べ
し
。﹈
＊
五
徳
且
つ
備
は
れ
る
人
を
以
て
、
是
れ
を
古
今
一
家
伝

戒
の
大
和
尚
﹇
二
字
漢
音
﹈
と
称
す
る
こ
と
な
れ
ば
、
往
昔
、
伝
教
慈
覚
智
證

の
諸
大
師
、﹇
智
證
大
師
は
貞
観
十
一
年
よ
り
、
仁
和
元
年
に
至
る
ま
で
、
凡

そ
二
十
三
年
の
間
の
伝
戒
師
た
り
。
其
の
余
、
吉
水
上
人
の
如
き
、
天
下
推
尊

し
て
、
伝
戒
の
大
和
尚
と
崇
め
し
こ
と
、
例
し
て
知
る
べ
し
。﹈
ま
た
は
吉
水

の
空
上
人
の
如
き
、
皆
な
当
宗
登
具
の
戒
師
た
る
の
み
な
ら
ず
﹇
別
授
法
﹈
ま

た
国
王
大
臣
等
に
至
る
ま
で
の
通
授
分
持
の
戒
和
尚
と
も
な
り
玉
へ
る
な
り
。

既
に
四
依
法
に
依
て
、
比
丘
の
性
を
成
ず
。﹇
大
凡
、
是
れ
等
の
法
は
大
小
倶

に
同
じ
。
受
法
記
を
披
て
知
る
べ
し
。
其
の
準
ず
べ
き
に
準
ず
と
は
、
是
れ
等

の
謂
な
り
。﹈　

﹇
註
記
﹈

（
＊
一
）  

今
注
す
る
所
は
、
＊
是
れ
三
僧
坊
及
び
、
当
代
五
箇
の
僧
坊
、
皆
真
言
家
な
る

に
付
い
て
云
う
。
別
に
＊
有
部
を
依
用
す
る
人
、
こ
れ
無
し
と
云
う
に
は
非
ず
。

（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊
阿
覚
大
師
の
通
授
広
釈
・
・ 

安
然
の
『
普
通
授
菩
薩
戒
儀
広
釈
』
三
巻
。

　
　
　

＊
四
祖
の
大
戒
論
・
・ 

円
仁
の
『
顕
揚
大
戒
論
』
八
巻
。

　
　
　

＊
六
祖
の
普
賢
経
の
記
・
・ 

円
珍
の
『
普
賢
行
法
経
疏
』
二
巻
。
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六
七

　
　
　

＊
高
祖
の
式
論
・
・ 

伝
教
大
師
の
四
条
式『
天
台
法
華
宗
年
分
度
者
廻
小
向
大
式
』

一
巻
の
こ
と
。

　
　
　

＊
非
時
食
戒
・
・ 

正
午
以
後
の
非
時
に
、
食
事
を
と
る
こ
と
を
禁
止
し
た
る
戒
。

　
　
　

＊
根
本
大
師
の
授
戒
儀
・
・ 

伝
教
大
師
の
『
受
菩
薩
戒
儀
』
一
巻
。

　
　
　

＊
慈
忍
尊
者
・
・ 

延
暦
寺
第
十
九
世
座
主
、
尋
禅
の
こ
と
。『
金
剛
宝
戒
章
』
な

ど
の
著
あ
り
。

　
　
　

＊
大
士
の
灌
頂
法
・
・ 

戒
を
授
か
り
、菩
薩
と
な
る
灌
頂
（
智
水
を
頂
に
受
け
る
）

の
儀
式
。

　
　
　

＊
四
依
・
・ 
比
丘
の
な
す
べ
き
四
種
の
行
法
。
糞
掃
衣
を
着
す
、
常
に
乞
食
を
行

ず
、
樹
下
に
坐
す
、
陳
腐
薬
を
用
い
る
の
四
種
。

　
　
　

＊
四
摂
法
・
・ 

菩
薩
が
衆
生
済
度
の
た
め
に
行
ず
る
四
種
の
行
法
。
布
施
、愛
語
、

利
行
、
同
事
の
四
種
。

　
　
　

＊
別
制
の
四
依
・
・ 

糞
掃
衣
を
着
す
、
常
に
乞
食
を
行
ず
、
樹
下
に
坐
す
、
陳
腐

薬
を
用
い
る
の
四
種
。

　
　
　

＊
七
遮
十
事
・
・ 

七
遮
と
は
、
梵
網
経
下
巻
に
説
く
七
逆
罪
。
出
仏
身
血
、
殺
父
、

殺
母
、
殺
和
尚
、
殺
阿
闍
梨
、
破
羯
磨
転
法
輪
僧
、
殺
聖
人
の

七
罪
。
十
事
と
は
、
僧
が
為
し
て
は
な
ら
な
い
十
事
非
法
の
こ

と
。

　
　
　

＊
十
八
物
・
・ 

菩
薩
戒
経
に
説
か
れ
る
、
菩
薩
が
遊
方
往
来
す
る
の
に
、
常
時
携

帯
す
べ
き
十
八
種
の
物
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

＊
十
夷
・
・ 

十
波
羅
夷
。
梵
網
経
の
十
重
禁
戒
の
こ
と
。

　
　
　

＊
白
四
羯
磨
・
・ 

白
一
三
羯
磨
。
略
し
て
白
四
と
も
言
う
。
一
度
の
案
件
の
問
い

に
対
し
て
、
三
度
意
を
決
し
て
事
を
成
弁
す
る
こ
と
。

　
　
　

＊
五
徳
・
・ 

戒
師
が
具
す
べ
き
五
徳
。
持
戒
し
て
い
る
こ
と
、
十
臘
以
上
で
あ
る

こ
と
、
律
儀
を
解
し
て
い
る
こ
と
、
禅
思
に
通
じ
て
い
る
こ
と
、
慧

蔵
窮
玄
な
る
こ
と
の
五
つ
の
徳
。

　
　
　

＊
是
れ
三
僧
坊
及
び
、
当
代
五
箇
の
僧
坊

 
 

　
　
　

・
・ 

江
戸
時
代
の
律
の
三
僧
坊
は
、京
都
槇
尾
の
西
明
寺
、

河
内
の
野
中
寺
、
和
泉
大
鳥
の
神
鳳
寺
。
の
ち
こ
れ

に
浄
厳
律
師
の
如
法
真
言
律
の
霊
雲
寺
、
慈
雲
尊
者

の
正
法
律
の
高
貴
寺
な
ど
を
加
え
て
、
五
僧
坊
が
幕

府
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
盛
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

は
、
総
て
真
言
律
の
流
れ
に
よ
っ
て
興
っ
た
僧
坊
で

あ
る
。

　
　
　

＊
有
部
を
依
用
す
る
人
・
・ 

敬
光
律
師
の
在
世
の
十
八
世
紀
中
頃
に
は
、
高
野
山

真
別
所
を
中
心
に
真
言
宗
で
有
部
律
を
依
用
す
る
動

き
が
起
こ
り
、
舞
鶴
の
松
尾
寺
、
安
芸
の
福
王
寺
な

ど
の
有
部
律
僧
坊
が
創
設
さ
れ
た
。

［
本
文
］（
二
十
二
丁
左
・
八
行
目
よ
り
）

常
乞
食
は
、
豈
に
其
の
一
法
に
非
ず
や
。
既
に
そ
れ
法
あ
り
。
是
れ
其
の
戒
あ

る
と
、
ま
た
何
ぞ
異
な
る
こ
と
あ
ら
ん
や
。
是
の
故
に
、
上
古
の
如
き
は
、
山

上
皆
な
＊
持
斎
し
、﹇
比
叡
山
上
を
云
う
。
＊
成
意
闍
梨
の
伝
の
語
﹈　

諸
宗
皆

な
持
斎
せ
る
な
り
。
況
や
一
家
の
具
戒
は
、
龍
樹
の
、
広
説
す
れ
ば
則
ち
無
量

な
り
、
と
の
玉
へ
る
恒
沙
の
禁
戒
を
﹇
是
れ
三
聚
各
々
無
量
な
る
な
り
。
本
律

は
正
し
く
別
教
の
三
聚
を
説
く
。
是
の
故
に
、
惟
だ
略
説
し
玉
ふ
て
、
二
篇
と

八
萬
と
四
等
と
を
列
ぬ
。
此
の
三
、
各
具
互
融
し
て
、
悉
く
無
尽
な
る
。
正
に

是
れ
円
戒
の
相
な
る
の
み
﹈
以
て
、
而
も
是
れ
を
誓
い
て
我
が
具
戒
と
す
。
諸

仏
に
何
ぞ
非
時
食
す
る
あ
ら
ん
や
。
ま
た
今
の
五
十
八
戒
は
、
当
宗
大
僧
の
持

相
に
約
し
て
分
別
す
る
に
、
＊
五
百
九
戒
を
成
ず
る
を
以
て
、﹇
是
れ
相
承
の

的
旨
な
り
。
具
に
は
別
記
の
如
し
。﹈
即
ち
龍
樹
の
謂
う
所
の
菩
薩
の
五
百
戒

と
は
、
全
く
此
の
戒
経
の
説
を
指
す
と
伝
ふ
。
千
古
の
祖
承
、
知
ら
ず
ば
あ
る

べ
か
ら
ず
。
況
や
、
ま
（
＊
一
）た
余
二
の
中
に
は
、
小
律
の
諸
戒
を
摂
尽
し
て
、
以
て

凡
位
の
菩
薩
の
随
分
の
持
相
と
す
れ
ば
、
彼
の
戒
相
を
準
用
し
て
、
皆
な
転
じ

て
今
の
余
二
の
戒
の
行
相
と
す
る
を
や
。
瑜
伽
の
戒
も
ま
た
然
り
。
是
の
故
に
、

戒
経
の
二
篇
の
木
叉
と
同
じ
く
、
斉
し
く
彼
の
一
切
戒
を
持
す
る
を
以
て
、
＊

脈
譜
口
訣
﹇
上
巻
﹈
の
中
に
は
、
大
小
権
実
一
切
戒
を
以
て
戒
相
と
為
す
な
り

と
筆
記
せ
り
。
既
に
本
律
の
中
に
は
、
仏
子
吾
れ
今
﹇
乃
至
﹈
一
切
戒
の
根
本
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六
八

を
結
す
。
所
謂
三
受
門
な
り
と
制
し
玉
へ
り
。
口
訣
の
祖
承
、
全
く
本
律
の
説

と
合
す
。
一
切
戒
の
根
本
を
＊
秉
受
し
訖
え
て
、
豈
に
そ
の
一
切
戒
を
遺
漏
す

る
の
道
理
あ
ら
ん
や
。
ま
た
既
に
一
切
戒
の
根
本
戒
な
り
。
豈
に
、
六
祖
の
所

謂
正
具
足
な
ら
ざ
ら
ん
や
。

既
に
そ
れ
、
此
の
如
く
な
れ
ば
、
身
口
の
諸
の
微
細
の
威
儀
戒
も
、
一
と
し
て

残
す
所
な
し
。
是
の
故
に
、
四
祖
は
こ
れ
を
円
満
の
大
戒
と
﹇
是
れ
蔵
通
の
菩

薩
の
偏
小
の
大
戒
を
簡
べ
ば
な
り
﹈　

称
揚
し
玉
へ
り
。

豈
に
一
家
の
大
僧
、
非
時
食
す
る
も
ま
た
可
な
り
と
云
う
こ
と
を
得
べ
け
ん
や
。

勿
論
、
一
家
は
＊
正
依
法
華
一
乗
戒
﹇
是
れ
は
頓
悟
漸
悟
の
二
機
を
摂
す
﹈
と

格
定
し
、
ま
た
は
廻
小
向
大
は
一
乗
正
義
﹇
是
れ
漸
悟
の
一
辺
に
約
す
﹈
と
論

判
し
玉
ひ
て
、
倶
に
是
れ
開
会
の
宗
骨
を
の
玉
へ
る
な
り
。

何
に
況
や
、
当
宗
に
は
更
に
総
別
の
二
戒
あ
る
を
や
。
茲
を
以
て
、
今
此
の
三

戒
は
各
々
＊
十
善
律
儀
を
以
て
、
其
の
一
一
の
総
相
戒
と
す
る
時
は
、
其
の
不

貪
戒
の
中
に
於
い
て
も
、
ま
た
＊
斎
戒
を
総
摂
す
。
そ
の
余
の
九
戒
の
総
摂
す

る
所
、
例
し
て
知
る
べ
し
。﹇
是
れ
沙
弥
沙
弥
尼
以
上
の
総
戒
の
持
相
に
約
す
。

在
家
の
総
戒
は
、
ま
た
此
の
如
く
な
る
に
非
ず
。
ま
た
当
宗
に
は
総
別
二
種
の

十
善
戒
あ
り
。
別
戒
の
十
善
は
、
即
ち
大
律
の
沙
弥
の
十
戒
の
異
称
な
り
。
知

ら
ず
ば
、
あ
る
べ
か
ら
ず
。﹈　

是
れ
ま
た
依
律
及
び
、
論
文
の
所
説
な
れ
ば
、

実
に
＊
仮
令
の
義
に
は
非
る
な
り
。

﹇
註
記
﹈

（
＊
一
）  

当
宗
の
如
き
は
、
本
律
の
説
に
依
憑
し
て
、
余
二
も
ま
た
律
儀
戒
と
す
。
但
し

摂
律
の
戒
に
非
る
を
以
て
の
故
に
は
、
別
解
脱
と
な
さ
ざ
る
の
み
。
梵
網
に
身

口
の
細
戒
を
説
き
玉
は
ざ
る
は
、
彼
の
小
宗
の
七
仏
通
戒
の
比
丘
の
為
に
一
一

の
細
戒
を
制
し
玉
は
ざ
る
が
如
し
。

（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊
持
斎
・
・ 

正
午
を
過
ぎ
て
は
食
事
を
取
ら
な
い
こ
と
。　

　
　
　

＊
成
意
闍
梨
・
・ 

慈
覚
大
師
の
弟
子
、
第
九
代
座
主
長
意
霊
地
和
尚
。

　
　
　

＊
五
百
九
戒
を
成
ず
る
・
・ 

敬
光
律
師
『
円
戒
膚
談
』
五
頁
に
は
、「
又
蔵
疏
に

準
じ
、
兼
制
の
支
戒
を
開
き
、
本
戒
と
合
す
れ
ば
、

第
二
篇
の
み
に
て
も
其
数
都
合
四
百
九
十
九
戒
を
成

ず
る
ぞ
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
第
一
篇
・
十
重
禁
戒
を

加
え
て
、
五
百
九
戒
と
な
る
。

　
　
　

＊
脈
譜
口
訣
・
・ 

青
蓮
院
良
助
法
親
王
の
著
『
円
頓
戒
脈
譜
口
訣
』
の
こ
と
。

　
　
　

＊
秉
受
・
・ 

堅
固
に
受
持
す
る
こ
と
。

　
　
　

＊
正
依
法
華
一
乗
戒
・
・ 

法
華
経
を
正
依
と
し
て
受
け
る
、純
大
乗
の
一
乗
の
戒
。

勿
論
、戒
相
は
梵
網
経
の
五
十
八
戒
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

古
来
よ
り
円
頓
戒
は
、
正
依
法
華
傍
依
梵
網
の
妙
戒
と

言
わ
れ
る
。
本
稿
末
の
「
解
説
ノ
ー
ト
・
円
戒
所
依
の

経
典
・
章
疏
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

　
　
　

＊
十
善
律
儀
・
・ 

・
不
殺
生
、
不
偸
盗
、
不
邪
淫
、
不
妄
語
、
不
綺
語
、
不
悪
口
、

不
両
舌
、
不
貪
欲
、
不
瞋
恚
、
不
邪
見
の
十
善
戒
。　

　
　
　

＊
斎
戒
・
・ 

午
前
中
に
の
み
食
す
る
戒
。

　
　
　

＊
仮
令
の
義
・
・ 

方
便
と
し
て
の
意
味
。

［
本
文
］（
二
十
四
丁
左
・
九
行
目
よ
り
）

問
う
。
粗
、
北
嶺
の
円
戒
の
所
立
を
聞
く
。﹇
当
今
、
律
を
学
ぶ
者
、
皆
な
悉

く
＊
南
山
の
円
戒
に
陥
ら
ざ
る
者
な
し
。
然
る
に
、
彼
は
彼
の
当
分
の
円
戒
に

し
て
、
其
の
実
は
三
蔵
教
中
の
小
菩
薩
の
相
な
る
こ
と
、
前
に
も
云
う
が
如
し
。

今
の
円
頓
の
具
戒
を
以
て
、
往
て
望
む
に
天
壌
も
類
に
非
ず
。
是
れ
此
の
大
具

を
仏
説
い
て
正
法
戒
と
し
、
彼
の
小
具
を
指
し
て
は
、
邪
見
律
と
判
じ
玉
へ
る

こ
と
、
ま
た
本
律
の
中
の
如
し
﹈
若
し
そ
れ
、
此
の
如
く
な
ら
ば
、
仰
い
で
信

ず
べ
し
。
余
疑
は
、
更
に
他
日
ま
た
開
示
を
請
わ
ん
の
み
。
然
る
に
其
の
中
、
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六
九

今
な
お
一
疑
の
散
ぜ
ざ
る
あ
り
。
凡
そ
開
宗
の
祖
の
＊
三
通
の
式
﹇
即
ち
年
分

式
、
勧
奘
式
、
廻
小
向
大
式
の
三
な
り
。﹈
及
び
其
の
四
條
式
の
論
の
中
、
た

だ
五
十
八
戒
を
授
け
て
大
僧
と
為
る
こ
と
の
み
を
記
し
て
、
彼
の
声
聞
戒
を
取

る
こ
と
、
曾
て
其
の
説
な
し
。
豈
に
た
だ
取
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ん
や
。
菩
薩
の

＊
鴆
毒
な
り
等
と
て
、
碩
ひ
に
之
を
斥
ひ
玉
へ
り
。
然
る
に
、
若
（
＊
一
）し
小
戒
も
ま

た
奉
持
す
と
云
は
ば
、
豈
に
忽
ち
直
に
式
論
に
相
違
す
る
に
非
ず
や
。

答
う
。
菩
薩
の
鴆
毒
と
も
、邪
見
の
経
律
と
も
な
る
は
、此
の
義
深
く
所
以
あ
り
。

若
し
彼
の
戒
を
＊
十
師
に
依
り
、
彼
の
白
四
を
秉
じ
て
之
を
受
け
竟
り
、
而
も

五
篇
の
重
軽
を
論
じ
て
、
其
の
制
懺
等
も
一
一
に
之
を
分
別
す
れ
ば
、
縦
ひ
戒

具
を
論
じ
て
、
菩
薩
の
三
聚
を
成
ず
る
も
、
そ
れ
尚
、
全
く
小
具
の
比
丘
の
律

制
な
れ
ば
、
既
に
小
因
を
下
す
を
以
て
、
必
ず
終
に
蔵
教
の
三
乗
の
小
果
を
感

ず
。
此
の
理
、
必
然
な
れ
ば
、
大
ひ
に
憐
れ
む
べ
き
を
以
て
、
之
を
＊
頓
大
直

往
の
人
の
鴆
毒
に
も
喩
へ
、
ま
た
此
の
正
法
戒
に
対
し
て
は
、
彼
を
邪
見
戒
な

り
と
斥
ふ
こ
と
に
し
て
、
惟
だ
惟
だ
大
師
の
自
ら
恣
に
の
玉
ふ
言
に
非
ず
。
源

と
仏
口
よ
り
出
て
、
大
律
の
制
旨
な
る
者
な
り
。﹇
四
教
の
初
二
は
小
乗
、
後

二
は
大
、
并
に
迂
直
と
権
実
と
等
の
衆
別
を
善
く
せ
る
有
て
、
自
ら
此
の
不
同

を
信
得
す
べ
き
の
み
。﹈
さ
れ
ば
、
其
の
小
具
の
受
体
に
由
て
、
五
篇
の
判
罪

を
専
ら
に
し
、
一
一
に
六
聚
の
制
懺
等
を
行
ず
る
三
乗
の
当
分
に
約
し
て
は
、

仏
祖
同
じ
く
痛
斥
し
玉
ふ
と
雖
も
、
其
の
戒
相
及
び
威
儀
等
に
至
る
ま
で
も
、

悉
く
之
を
破
斥
し
て
、
準
（
＊
二
）用
せ
ざ
れ
と
の
義
に
は
非
ず
。
況
や
円
頓
具
足
の
三

聚
の
戒
体
、
一
た
び
発
し
て
後
は
、
此
の
人
の
前
に
は
小
戒
及
び
権
戒
の
名
、

悉
く
＊
泯
亡
し
て
、
一
一
皆
な
実
相
の
威
儀
と
な
る
を
や
。﹇
若
し
梵
土
に
約

せ
ば
、
彼
国
の
大
乗
寺
に
は
、
其
の
律
蔵
等
の
制
に
依
る
が
故
に
、
準
用
す
と

云
う
こ
と
を
待
た
ず
。
此
土
の
如
き
は
、
菩
薩
の
律
蔵
、
た
だ
数
十
部
あ
る
の

み
な
れ
ば
、
其
の
余
の
威
儀
戒
、
及
び
羯
磨
の
秉
法
は
、
皆
な
小
律
に
準
じ
て
、

行
事
を
立
た
し
む
。
其
の
旨
、剡
川
大
師
の
疏
、并
に
脈
譜
口
訣
等
に
明
か
な
り
。

当
宗
を
学
ぶ
者
、
そ
れ
之
を
知
れ
。﹈
況
や
、
式
論
は
大
小
二
律
の
比
丘
の
別

解
脱
を
以
て
、
互
い
に
相
い
対
し
て
並
べ
挙
げ
て
、
正
し
く
は
当
宗
の
比
丘
の

摂
律
儀
戒
に
就
い
て
、
其
の
立
不
を
論
じ
玉
へ
ば
、
余
二
の
相
は
一
言
半
句
も

是
れ
を
沙
汰
し
玉
は
ず
。
別
脱
の
論
、
既
に
立
す
れ
ば
、
余
二
は
自
ら
従
て
成

立
す
れ
ば
な
り
。
＊
高
祖
の
戒
儀
、
既
に
明
か
に
三
戒
を
秉
受
せ
し
む
。

﹇
註
記
﹈

（
＊
一
）  

ま
た
別
に
、
＊
仮
受
小
戒
と
云
う
事
あ
り
。
是
れ
久
修
の
人
の
得
業
の
上
に
許

し
玉
へ
る
こ
と
な
り
。
＊
満
紀
の
得
業
と
久
修
の
得
業
と
、
其
の
別
を
暁
ら
め

ず
し
て
種
種
の
曲
説
を
設
く
る
人
あ
り
。実
に
仏
祖
開
許
の
意
に
違
す
。其
の
事
、

容
易
な
ら
ず
。
別
に
論
ず
る
が
如
し
。

（
＊
二
）  

問
う
。
小
律
を
行
用
す
る
は
、
菩
薩
の
律
に
同
き
が
故
に
依
用
す
る
や
。

　
　
　

  

答
う
。
同
な
る
所
を
同
と
し
、
異
な
る
所
を
異
と
し
て
依
用
し
、
ま
た
羯
磨
の

為
に
依
用
す
。
本
律
に
十
八
と
、
及
び
本
の
二
と
悉
く
大
乗
よ
り
出
づ
と
宣
玉

ふ
を
以
て
、
今
は
法
華
開
会
の
宗
骨
に
依
り
、
以
て
従
多
帰
一
す
れ
ば
、
本
よ

り
菩
薩
蔵
の
法
体
な
る
が
故
な
り
。

（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊
南
山
の
円
戒
・
・ 

道
宣
律
師
の
提
唱
し
た
四
分
律
宗
の
分
通
大
乗
の
戒
を
円
戒

と
も
言
う
。

　
　
　

＊
三
通
の
式
・
・ 『
天
台
法
華
宗
年
分
学
生
式
』（
六
条
式
・
年
分
式
）、『
勧
奨
天

台
法
華
宗
年
分
学
生
式
』（
八
条
式
・
勧
奨
式
）、『
天
台
法
華

宗
年
分
度
者
廻
小
向
大
式
』（
四
条
式
・
廻
小
向
大
式
）
の
三
式
。

　
　
　

＊
鴆
毒
・
・ 

鴆
と
い
う
鳥
の
羽
に
あ
る
猛
毒
。
転
じ
て
、
猛
毒
、
毒
物
の
こ
と
。

　
　
　

＊
十
師
・
・ 

三
師
七
証
の
十
師
の
比
丘
。

　
　
　

＊
頓
大
直
往
の
人
・
・ 

頓
大
と
は
大
乗
に
頓
入
す
る
こ
と
。
ま
た
直
往
の
人
と

は
、
二
乗
に
よ
ら
ず
直
に
仏
果
菩
提
に
証
入
す
る
菩
薩
の

こ
と
。

　
　
　

＊
泯
亡
・
・ 

滅
び
て
、
無
く
な
る
こ
と
。

　
　
　

＊
高
祖
の
戒
儀
・
・ 

伝
教
大
師
の
『
受
菩
薩
戒
儀
』
の
こ
と
。

　
　
　

＊
仮
受
小
戒
・
・ 
山
家
学
生
式
に
よ
る
と
、
久
修
業
の
菩
薩
が
、
叡
山
を
下
り
小
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乗
の
寺
に
行
く
に
は
、
便
宜
的
に
小
乗
戒
を
受
具
し
て
も
よ
い

と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
先
受
の
大
乗
戒
を
棄
て
ず
に
、
方
便
と

し
て
仮
に
小
乗
戒
を
納
受
す
る
の
で
、
仮
受
小
戒
と
い
う
。

　
　
　

＊
満
紀
の
得
業
と
久
修
の
得
業

 

　
　
　

  

・
・ 

天
台
で
は
、
円
戒
を
受
得
し
た
初
修
業
の
得
業
（
菩
薩
）
は

十
二
年
を
一
紀
と
し
て
、
籠
山
し
遮
那
業
と
止
観
業
を
修
習
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
満
紀
の
得
業
と
は
、
十
二
年
の
期
を

成
じ
た
比
丘
を
さ
し
、
久
修
の
得
業
と
は
、
特
に
十
二
年
以
上

の
修
行
を
成
じ
、
学
徳
秀
で
た
比
丘
を
さ
す
。

［
本
文
］（
二
十
六
丁
左
・
末
尾
よ
り
）

其
の
＊
受
隨
、
何
ぞ
た
だ
五
十
八
戒
の
み
な
る
べ
け
ん
や
。
況
や
、
戒
儀
の
中
、

其
の
義
、
分
明
に
、
此
の
戒
品
具
足
の
三
聚
は
、
三
聚
遍
く
一
切
戒
を
収
む
る

を
以
て
の
故
に
と
の
玉
ふ
を
や
。
茲
を
以
て
、
四
祖
の
顕
揚
、
六
祖
の
注
釈
、

倶
に
今
の
摂
律
の
二
篇
の
外
な
る
＊
偏
権
﹇
瑜
伽
﹈、
及
び
小
律
の
﹇
此
の
二

は
た
だ
其
の
戒
相
を
準
用
す
る
な
り
。
其
の
戒
を
受
け
、
及
び
其
の
五
篇
の
相

を
分
別
す
る
に
は
非
ず
。﹈
諸
戒
、
皆
な
此
の
大
戒
に
帰
趣
す
る
旨
を
成
し
玉

へ
り
。
愈
知
る
、
高
祖
は
当
宗
の
別
解
脱
戒
の
み
を
挙
示
し
て
、
以
て
此
の
宗

を
論
じ
究
め
玉
へ
る
こ
と
を
。
若
し
更
に
宗
意
を
拡
め
て
之
を
云
へ
ば
、
当
宗

の
依
律
﹇
究
竟
実
義
経
﹈
に
は
、
既
に
三
戒
、
皆
な
律
儀
な
る
相
を
説
示
し
玉

へ
ば
、
梵
網
の
席
上
に
在
て
は
、
即
ち
含
容
の
一
切
戒
、
法
華
の
会
上
に
至
て

は
、
乃
ち
流
入
の
一
切
戒
な
れ
ば
、
皆
な
今
の
三
聚
の
具
戒
の
大
僧
の
戒
相
に

し
て
、
而
も
＊
前
三
教
の
狭
劣
﹇
四
分
等
﹈、
共
小
﹇
善
戒
、
瑜
伽
﹈、
隔
歴
﹇
瓔

珞
の
当
分
﹈
の
三
聚
と
異
に
し
て
、
実
に
一
君
二
臣
な
る
三
（
＊
一
）三
九
聚
の
﹇
此
の

説
、
正
し
く
は
＊
良
助
上
座
の
口
訣
に
出
づ
。
兼
ね
て
は
、
真
問
集
等
の
諸
抄

に
見
ゆ
。﹈
真
実
の
具
戒
な
り
。
然
る
に
、
其
の
摂
律
の
木
叉
の
具
不
具
を
定

む
る
こ
と
は
、
正
し
く
惟
だ
惟
だ
戒
経
二
篇
の
別
脱
の
上
に
あ
り
。
高
祖
の
論
、

余
二
に
渉
ら
ざ
る
、
其
の
所
以
、
験
む
べ
し
。
然
れ
ど
も
、
既
に
是
れ
一
乗
の

二
篇
三
聚
の
具
戒
な
り
。
何
の
大
小
権
実
、
一
と
し
て
泯
ぜ
ざ
る
戒
あ
ら
ん
や
。

既
に
そ
れ
泯
亡
し
尽
く
す
時
は
、
ま
た
能
く
究
竟
じ
て
成
立
す
。
何
ぞ
、
其
の

一
切
の
戒
相
を
外
に
せ
ん
や
。
何
に
況
や
、
二
篇
六
品
の
重
軽
、
是
れ
染
非
染

の
別
に
随
て
、
其
の
制
懺
を
論
ぜ
ざ
ら
ん
や
。﹇
此
の
事
ま
た
容
易
な
ら
ず
。

具
に
は
別
記
に
分
別
す
る
が
如
し
。﹈

況
や
、
ま
た
円
戒
は
本
と
無
相
な
り
。
是
の
故
に
前
三
教
の
戒
を
以
て
、
還
て

今
の
三
戒
の
相
と
す
る
。
是
れ
凡
位
の
持
相
な
る
を
や
。
尤
も
其
の
法
を
秉
受

す
る
所
、
及
び
其
の
体
を
発
得
す
る
所
、
特
に
当
宗
の
具
足
の
別
脱
を
＊
乞
戒

し
秉
唱
す
れ
ば
、
三
戒
の
羯
磨
竟
る
に
至
て
は
、
其
の
具
足
の
三
種
の
＊
律
儀

の
無
表
を
発
得
し
て
、﹇
是
れ
近
く
略
説
に
約
す
る
に
、
二
篇
の
摂
律
、
八
萬

の
摂
善
、
四
等
の
摂
生
な
り
。
ま
た
広
説
に
約
す
る
相
は
、
前
に
言
う
所
の
如

し
。﹈　

一
乗
の
大
僧
を
成
ず
。
彼
の
縁
起
結
戒
の
小
具
の
諸
戒
、
并
に
対
機
共

門
の
瑜
伽
の
諸
戒
を
作
法
し
、
小
共
二
律
の
当
分
の
戒
体
を
発
得
す
る
に
は
非

ず
。

具
戒
、
既
に
此
の
如
く
な
れ
ば
、
六
法
以
下
十
戒
﹇
此
の
戒
、
仏
祖
名
づ
け
て

十
善
戒
と
す
。
具
に
は
別
記
の
如
し
。﹈
八
戒
五
戒
も
皆
な
独
菩
薩
法
の
律
蔵

に
依
る
。
所
以
に
是
れ
を
大
乗
律
宗
と
称
す
。
此
れ
惟
だ
惟
だ
五
十
八
戒
、
是

れ
僧
戒
な
る
こ
と
を
論
ず
る
に
、
其
の
義
、
自
ら
足
る
。
茲
を
以
て
小
戒
等
を

準
取
す
と
云
う
こ
と
を
得
ず
。
宗
意
濫
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
式
論
の
旨
、
其

の
相
、
了
察
す
べ
し
。
豈
に
た
だ
之
を
了
す
る
の
み
な
ら
ん
や
。
ま
た
和
漢
列

祖
の
親
撰
、
み
な
一
致
符
合
す
る
こ
と
を
得
意
す
る
に
至
ら
ん
。

﹇
註
記
﹈

（
＊
一
）    
九
聚
の
名
は
、
良
助
の
筆
記
に
見
ゆ
と
雖
も
、
其
の
義
は
＊
刪
補
戒
疏
に
出
で
、

ま
た
入
唐
相
承
の
戒
宗
の
説
な
り
。
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（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊
受
隨
・
・ 

比
丘
が
戒
を
受
け
、身
に
具
す
る
こ
と
を
受
と
い
い
、そ
の
戒
に
随
っ

て
如
法
に
戒
行
を
修
す
る
こ
と
を
隨
と
い
う
。

　
　
　

＊
偏
権
・
・ 

偏
は
か
た
よ
っ
た
と
言
う
意
で
、
小
乗
に
偏
っ
た
権
大
乗
の
意
味
。

　
　
　

＊
前
三
教
・
・ 

蔵
教
、
通
教
、
別
教
の
権
教
。　
　
　
　

　
　
　

＊
良
助
上
座
の
口
訣
・
・ 

良
助
法
親
王
の
著
『
円
頓
戒
脈
譜
口
訣
』
の
こ
と

　
　
　

＊
乞
戒
し
秉
唱
す
・
・ 

受
戒
を
乞
い
、
心
に
堅
く
唱
え
誓
う
。

　
　
　

＊
律
儀
の
無
表
・
・ 

受
戒
を
縁
と
し
て
、
生
じ
る
無
表
業
（
戒
体
）
の
こ
と
。

　
　
　

＊
刪
補
戒
疏
・
・ 
明
曠
の
『
菩
薩
戒
刪
補
疏
』
の
こ
と
。

［
本
文
］（
二
十
九
丁
右
・
三
行
目
よ
り
巻
末
ま
で
）

冀
く
は
、
面
面
国
恩
を
報
ぜ
ん
が
為
、
ま
た
仏
恩
を
謝
せ
ん
が
為
に
、
其
の
義

を
修
学
し
、
其
の
戒
を
受
持
し
、
以
て
已
墜
の
正
法
を
興
し
て
、
天
下
五
箇
の

戒
場
の
如
き
は
、
軌
則
の
み
を
も
再
復
せ
し
め
、
勿
論
な
お
軌
則
の
残
り
伝
は

れ
る
戒
場
等
は
、
若
し
王
侯
の
外
護
も
あ
ら
ば
、
国
の
為
、
民
の
為
に
、
内
護

の
正
法
、
上
古
の
正
し
き
に
復
せ
ん
こ
と
を
。
本
宗
の
如
き
は
、
千
歳
改
ま
る

こ
と
な
く
、
勅
賜
伝
戒
職
の
其
の
人
な
き
に
非
ざ
れ
ば
、
本
と
よ
り
論
ず
る
こ

と
を
待
た
ず
。
彼
の
浄
宗
の
如
き
も
、
＊
太
祖
神
君
御
治
世
の
始
め
、
其
の
宗

の
衆
首
へ
三
十
五
件
の
誡
約
を
下
し
玉
へ
る
。
其
の
第
二
條
に
、
若
し
円
戒
の

受
授
に
於
い
て
は
、
当
に
諸
有
徳
を
選
び
、
如
法
に
修
行
す
べ
し
。
猥
り
に
非

器
に
伝
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
も
、
制
誡
ま
し
ま
し
ぬ
る
由
な
る
に
、
近
頃
ろ

自
他
宗
の
徒
の
先
修
の
著
述
、
正
旨
に
暗
き
は
、
何
事
ぞ
や
。
往
昔
、
＊
建
仁

の
国
師
、
円
頓
戒
和
解
を
著
し
、
当
宗
の
義
を
述
せ
り
。
而
れ
ど
も
、
其
の
綱

要
の
み
に
て
、
細
弁
あ
る
こ
と
な
し
。
故
に
予
は
、
今
ま
た
此
の
書
を
筆
し
て
、

僧
戒
説
と
題
し
、
ま
た
は
諺
談
円
頓
戒
義
と
名
づ
く
。
其
の
源
は
、
依
律
の
諸

部
及
び
台
剡
の
両
疏
、
＊
叡
山
大
師
の
建
願
記
を
始
め
と
し
、
次
は
三
式
二
論

五
書
等
、末
は
＊
千
光
国
師﹇
葉
上
流
の
元
祖
、即
ち
是
れ
な
り
。﹈の
出
家
大
綱
、

＊
法
然
上
人
の
二
部
の
筆
記
、
良
助
座
主
の
円
戒
口
訣
、
并
に
其
の
余
の
古
抄

を
以
て
索
捜
し
、
更
に
当
宗
の
戒
系
を
伝
へ
て
、
筆
録
す
る
所
の
十
余
部
二
十

余
巻
の
大
旨
に
し
て
、
常
に
初
学
の
為
に
説
話
す
る
所
な
れ
ば
、
人
の
求
む
る

に
応
じ
て
、
極
略
に
至
要
を
書
き
付
け
侍
る
。
具
に
は
、
＊
獅
絃
﹇
七
巻
﹈
に

記
す
る
が
如
し
。
其
の
義
の
得
と
不
得
と
は
、
予
が
新
撰
の
諸
部
を
熟
覧
せ
ん

人
、評
語
を
下
す
時
あ
る
べ
き
の
み
。
既
に
是
れ
、当
宗
も
ま
た
一
家
の
学
な
り
。

僅
か
に
此
の
小
説
の
一
部
を
読
み
て
、
漫
り
に
評
す
る
こ
と
な
か
ら
ま
く
ほ
し
。

　

＊
寛
政
三
年
十
月
二
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
戀
西
子　

敬
光
誌

　
　

梵
網
律
宗
僧
戒
説

（
語
彙
注
釈
）

　
　
　

＊
太
祖
神
君
御
治
世
・
・ 

徳
川
家
康
の
江
戸
幕
府
の
治
世
。

　
　
　

＊
建
仁
の
国
師
、
千
光
国
師
・
・ 

栄
西
禅
師
の
こ
と
。『
円
頓
戒
和
解
』『
出
家
大

綱
』
な
ど
あ
り
。

　
　
　

＊
叡
山
大
師
の
建
願
記
・
・ 

伝
教
大
師
の
『
一
乗
戒
建
願
記
』。

　
　
　

＊
法
然
上
人
の
二
部
の
筆
記
・
・ 

法
然
上
人
の
著
作
、『
浄
土
初
学
鈔
』
と
『
漢

語
燈
録
観
経
釈
』
の
こ
と
。

　
　
　

＊
獅
絃
﹇
七
巻
﹈・
・ 『
円
戒
膚
談
』
七
巻
の
こ
と
。
円
戒
膚
談
で
は
、
後
記
を
弟

子
・
敬
猶
が
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
附
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
頃
（
敬
光
律
師
の
行
業
記
に
よ
る
と
、
安
永
三

年
﹇
一
七
七
四
﹈
に
円
戒
膚
談
を
撰
す
と
あ
る
が
）
に
は

一
応
の
完
成
は
み
た
も
の
の
甲
寅（
一
七
九
四
）年
の
冬
に
、

敬
光
律
師
が
脱
稿
を
補
し
た
と
あ
る
か
ら
、
当
初
は
『
円

戒
獅
絃
』
と
題
し
、
後
年
こ
れ
を
再
校
正
し
『
円
戒
膚
談
』

と
改
題
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
一
七
九
五
年
に
敬
光
律

師
は
五
十
六
歳
で
遷
化
す
る
の
で
、
こ
の
書
は
晩
年
ま
で

何
度
も
推
敲
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
尚
、
本
書
『
僧
戒
説
』
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二

は
こ
の
『
円
戒
膚
談
』
の
要
略
本
で
あ
り
、
晩
年
の
作
で

あ
る
。

　
　
　

＊
寛
政
三
年
・
・ 

一
七
九
一
年
。敬
光
律
師
五
十
二
歳
の
著
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　

＊
戀
西
子
・
・ 

敬
光
律
師
は
字
を
顕
道
と
い
い
、
藕
峯
ま
た
恋
西
子
と
号
し
た
。

［
解
説
ノ
ー
ト
］

　
　

円
戒
所
依
の
経
典
・
章
疏
に
つ
い
て

　

天
台
で
は
、
円
戒
所
依
の
経
典
と
し
て
、『
法
華
経
』『
梵
網
経
』
の
二
経
を

あ
げ
る
。
学
生
式
問
答
の
説
な
ど
に
よ
り
、
正
依
法
華
・
傍
依
梵
網
と
さ
れ
る
。

法
華
を
正
依
と
な
す
と
は
、
法
華
経
に
説
か
れ
る
四
箇
の
戒
品
を
以
て
正
依
と

す
る
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は

　
　
　

① 

方
便
品
に
説
か
れ
る
諸
法
実
相
を
三
聚
浄
戒
の
戒
体
（
一
乗
戒
）
と

な
す
こ
と
。

　
　
　

② 

法
師
品
に
説
か
れ
る
柔
和
忍
辱
衣
を
摂
律
儀
戒
（
法
身
）、
諸
法
空

為
坐
を
摂
善
法
戒
（
報
身
）、
大
慈
悲
為
室
（
応
身
）
を
摂
衆
生
戒

と
な
す
こ
と
。

　
　
　

③ 

安
楽
行
品
に
説
か
れ
る
四
安
楽
行
、
つ
ま
り
身
安
楽
行
・
口
安
楽
行

を
摂
律
儀
戒
、
意
安
楽
行
を
摂
善
法
戒
、
誓
願
安
楽
行
を
摂
衆
生
戒

と
な
す
こ
と
。

　
　
　

④ 

勧
発
品
に
説
か
れ
る
普
賢
四
種
戒
、
つ
ま
り
為
諸
仏
護
念
を
三
聚
通

戒
、
植
衆
徳
本
を
摂
善
法
戒
、
入
正
定
聚
を
摂
律
儀
戒
、
発
求
一
切

衆
生
を
摂
衆
生
戒
と
な
す
こ
と
。

　

こ
の
四
事
を
法
華
正
依
の
依
拠
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
具
体
的
な
戒

相
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
理
戒
と
し
て
で
あ
る
。

　

ま
た
、
梵
網
を
傍
依
と
は
、
梵
網
経
に
説
か
れ
る
十
重
四
十
八
軽
戒
を
も
っ

て
、
事
戒
の
戒
相
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
両
経
を
依
経
の
根
本
経
典
と
し

て
い
る
が
、『
瓔
珞
経
』
の
十
波
羅
夷
、
三
聚
浄
戒
、
ま
た
『
方
等
経
』『
文
殊

問
経
』『
大
般
涅
槃
経
』
な
ど
の
大
乗
経
も
傍
依
の
経
典
と
し
て
い
る
。
円
戒

所
依
の
経
疏
を
列
挙
す
れ
ば
、
左
記
の
如
く
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
（
所
依
経
典
）

　
　
　
『
妙
法
蓮
華
経
』
八
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳩
摩
羅
什　

訳

　
　
　
『
梵
網
菩
薩
戒
経
』
二
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳩
摩
羅
什　

訳

　
　
　
『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
二
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竺
仏
念　

訳

　
　
　
　
　
　
（
所
依
章
疏
）

　
　
　
『
菩
薩
戒
経
義
疏
（
記
）』
二
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

智
顗　

説　

　
　
　
『
受
菩
薩
戒
儀
』
一
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湛
然　

撰

　
　
　
『
菩
薩
戒
刪
補
疏
』
二
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
曠　

撰

　
　
　
『
顕
戒
論
』
三
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
澄　

撰

　
　
　
『
顕
揚
大
戒
論
』
八
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
仁　

撰

　
　
　
『
普
通
授
菩
薩
戒
儀
広
釈
』
三
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
然　

撰

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
所
依
の
章
疏
と
し
て
は
、
最
澄
の
『
授
菩
薩
戒
儀
』『
学

生
式
』『
顕
戒
論
縁
起
』、
光
定
の
『
伝
述
一
心
戒
文
』、
慈
忍
の
『
受
戒
法
記
』

な
ど
が
あ
り
、
敬
光
律
師
は
そ
の
著
『
依
律
撰
要
』
で
、
正
依
本
律
二
十
七
部

以
下
総
じ
て
六
十
四
部
二
百
二
十
六
巻
の
目
録
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　

南
都
と
天
台
で
の
梵
網
戒
の
相
違
に
つ
い
て

　

南
山
四
分
律
宗
の
伝
統
に
よ
り
、
南
都
で
は
三
聚
浄
戒
の
受
具
は
専
ら
瑜
伽

羯
磨
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
に
、
覚
盛
・
叡
尊
が
東
大
寺
大
仏
殿
で

通
受
自
誓
を
行
っ
て
か
ら
は
、
我
が
国
で
は
専
ら
三
聚
浄
戒
を
通
受
自
誓
で
行

う
儀
風
が
定
着
し
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
通
受
自
誓
に
よ
る
比
丘
の
具
戒
が

流
行
し
た
の
で
あ
る
。
通
受
と
は
、
三
聚
浄
戒
の
三
種
を
通
じ
て
受
具
す
る
こ
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七
三

と
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
従
他
受
戒
と
自
誓
受
戒
の
二
法
が
あ
る
。
従
他
と
は
、

他
者
（
比
丘
の
場
合
は
、三
師
七
証
の
十
師
、場
合
に
よ
っ
て
は
五
師
）
に
よ
っ

て
具
戒
す
る
受
法
で
あ
る
。
ま
た
自
誓
と
は
、
必
ず
し
も
千
里
の
内
に
適
当
な

戒
師
な
き
場
合
は
、
懺
悔
好
相
行
に
よ
っ
て
自
ら
誓
っ
て
得
戒
す
る
受
法
で
あ

る
。
ま
た
、
通
受
に
対
し
て
別
受
と
い
う
用
語
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
摂
律
儀
戒

の
中
、
七
衆
各
々
の
一
一
戒
相
に
お
い
て
別
々
に
戒
師
（
比
丘
の
場
合
は
三
師

七
証
か
ら
）
に
よ
る
羯
磨
を
も
っ
て
得
戒
す
る
受
法
で
あ
り
、
別
受
と
い
う
場

合
は
、
専
ら
摂
律
儀
戒
の
七
衆
の
受
戒
を
指
す
の
が
正
義
で
あ
る
。

　

さ
て
、
南
都
で
は
南
山
の
説
に
よ
り
、
摂
律
儀
戒
は
五
篇
七
聚
つ
ま
り
四
分

律
の
二
百
五
十
戒
を
以
て
比
丘
の
具
戒
と
し
、
瑜
伽
戒
の
四
重
四
十
三
戒
を
分

け
て
、
摂
善
法
と
摂
衆
生
の
二
戒
と
な
し
、
さ
ら
に
梵
網
戒
の
十
重
四
十
八
軽

戒
を
分
け
て
、
三
聚
に
配
当
す
る
習
わ
し
に
な
っ
て
い
る
。

南
都
系
真
言
律
で
の
比
丘
戒
に
つ
い
て
は
、
そ
の
三
聚
浄
戒
は
、

　

南
都
系
の
（
通
受
比
丘
）
具
足
戒　

　
　

摂
律
儀
戒
・
・ 

・
五
篇
七
聚
（
二
五
〇
戒
）  　
　
　

梵
網
の
十
重
禁　

　
　

摂
善
法
戒
・
・ 

・
瑜
伽
の
四
重
、
三
十
二
戒　
　
　

梵
網
の
三
十
戒

　
　

摂
衆
生
戒
・
・ 

・
瑜
伽
の
十
一
戒　
　
　
　
　
　
　

梵
網
の
後
十
八
戒

と
な
る
。

　

こ
の
梵
網
戒
を
、
三
聚
浄
戒
の
各
々
に
分
配
当
し
、
こ
れ
を
菩
薩
戒
と
す
る

戒
律
観
は
、
本
書
（
僧
戒
説
）
で
敬
光
律
師
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
新
羅
の
義

寂
の
説
か
ら
起
こ
っ
た
南
都
の
定
判
で
あ
る
が
、
こ
の
点
が
本
書
に
お
け
る
敬

光
律
師
の
批
判
論
点
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
円
戒
で
は
梵
網
経
の
十
重

四
十
八
軽
戒
は
、
あ
く
ま
で
純
大
乗
の
菩
薩
比
丘
の
摂
律
儀
戒
と
し
て
の
戒
相

で
あ
り
、
こ
れ
を
三
聚
の
三
戒
に
分
類
配
当
す
る
こ
と
は
、
邪
法
で
あ
る
と
い

う
批
判
で
あ
る
。
敬
光
律
師
の
主
張
す
る
円
戒
の
菩
薩
比
丘
の
三
聚
浄
戒
は
、

　

円
戒
の
（
菩
薩
比
丘
）
具
足
戒

　
　

摂
律
儀
戒
・
・
・ 

二
篇
三
聚
（
梵
網
十
重
四
十
八
軽
戒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
地
戒
蔵
（
菩
薩
の
離
悪
戒
）

　
　

摂
善
法
戒
・
・
・ 

八
万
四
千
法
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

因
果
仏
性
常
住
蔵
（
菩
薩
の
行
善
戒
）

　
　

摂
衆
生
戒
・
・
・ 

六
波
羅
蜜
、
四
無
量
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
量
行
願
蔵
（
菩
薩
の
教
他
戒
）

と
な
る
。
ま
た
、
南
都
で
は
比
丘
尼
の
摂
律
儀
戒
は
、
四
分
律
に
よ
り

三
百
四
十
八
戒
で
あ
る
が
、
円
戒
で
の
比
丘
尼
の
摂
律
儀
戒
は
、
そ
の
比
丘
の

具
足
と
同
等
と
さ
れ
、
差
異
が
な
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。

　
　

円
戒
の
授
戒
法
に
つ
い
て

　

受
戒
に
従
他
受
戒
と
自
誓
受
戒
の
二
法
が
あ
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
が
、

い
ま
円
戒
に
お
い
て
は
『
普
賢
観
経
』
の
所
説
に
従
い
、
不
現
前
の
五
師
を
招

請
し
て
受
戒
す
る
の
で
あ
る
。
不
現
前
と
は
、
実
際
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う

意
味
で
あ
る
が
、
釈
尊
を
戒
和
尚
、
文
殊
菩
薩
を
羯
磨
阿
闍
梨
、
弥
勒
菩
薩
を

教
授
阿
闍
梨
と
し
、
さ
ら
に
十
方
の
諸
仏
を
証
明
師
、
十
方
の
諸
菩
薩
同
学
等

侶
と
し
て
奉
請
し
、
自
誓
授
戒
す
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
は
従
他
受

と
自
誓
受
が
複
合
し
て
お
り
、
不
現
前
の
五
師
に
加
え
て
、
伝
戒
師
・
教
授
師
・

羯
磨
師
の
三
師
の
比
丘
を
請
じ
て
受
戒
す
る
の
が
、
例
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
本
書
に
敬
光
律
師
が
述
べ
る
よ
う
に
、
円
戒
の
授
法
に
は
、
通
授
分
持

（
通
受
別
持
と
も
言
う
）
と
別
授
具
持
（
別
受
別
持
と
も
言
う
）
の
二
法
が
あ
る
。

通
授
分
持
と
は
、
菩
薩
の
九
衆
（
比
丘
・
比
丘
尼
・
沙
弥
・
沙
弥
尼
・
式
叉
摩
那
・

出
家
男
・
出
家
女
・
優
婆
塞
・
優
婆
夷
）
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
機
根
に
応
じ
て
、

分
持
す
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。
古
来
、
南
都
の
戒
法
で
は
、
梵
網
菩
薩
の

戒
法
に
は
、
通
受
の
み
在
っ
て
別
持
な
し
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
円
戒
で
は
分

持
を
許
す
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

　
　
（
通
授
分
持
）
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七
四

　
　

比
丘
・
比
丘
尼
・
・
三
聚
浄
戒　

十
重
四
十
八
軽
戒
（
五
十
八
戒
）

　
　

沙
弥
・
沙
弥
尼
・
・ 

五
十
三
戒
（
五
十
八
戒
中
、
無
解
作
師
戒
・
不
善
和

衆
戒
・
独
受
利
養
戒
・
揀
択
授
戒
戒
・
為
利
作
師
戒

の
五
戒
を
除
く
。
こ
れ
ら
は
、
沙
弥
以
下
に
は
不
必

要
で
あ
る
か
ら
。）

　
　

優
婆
塞
・
優
婆
夷
（
在
家
）

 
 

・
・ 

四
十
八
戒
（
五
十
三
戒
中
、
販
売
戒
・
受
別
請
戒
・

邪
業
覚
観
戒
・
無
慙
受
施
戒
・
破
法
戒
の
五
戒
を
除

く
。）

　

ま
た
、
別
授
具
持
と
は
九
衆
各
々
異
な
る
授
法
に
よ
っ
て
、
別
々
の
戒
法
を

具
持
す
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
比
丘
・
比
丘
尼
に
は
、『
梵
網
経
』
所
説

の
三
聚
浄
戒
十
重
四
十
八
軽
戒
を
授
け
、
沙
弥
・
沙
弥
尼
に
は
、『
文
殊
問
経
』

に
説
か
れ
る
菩
薩
の
十
戒
（
不
殺
生
戒
・
不
盗
戒
・
不
非
梵
行
戒
・
不
妄
語
戒
・

不
飲
酒
戒
・
不
着
香
華
戒
・
不
歌
舞
作
楽
戒
・
不
坐
臥
高
広
大
床
戒
・
不
過
中

食
戒
・
不
捉
金
銀
生
像
戒
）
を
授
け
、
式
叉
摩
那
に
は
『
占
察
経
』
に
説
か
れ

る
菩
薩
の
六
法
戒
（
不
染
心
相
触
身
戒
・
不
盗
人
四
銭
戒
・
不
断
畜
生
命
戒
・

不
作
小
妄
語
戒
・
不
非
食
戒
・
不
飲
酒
戒
）
を
授
け
、出
家
男
・
出
家
女
に
は
、『
文

殊
問
経
』
に
説
か
れ
る
菩
薩
の
八
戒
（
不
殺
衆
生
戒
・
不
盗
他
財
物
戒
・
不
非

梵
行
戒
・
不
起
妄
語
戒
・
不
飲
酒
戒
・
不
歌
舞
観
聴
戒
・
不
着
華
香
持
天
冠
戒
・

不
坐
高
大
床
戒
）
を
授
け
、
さ
ら
に
優
婆
塞
・
優
婆
夷
に
は
『
優
婆
塞
戒
経
』

に
説
か
れ
る
菩
薩
の
五
戒
（
不
殺
生
戒
・
不
偸
盗
戒
・
不
邪
淫
戒
・
不
妄
語
戒
・

不
飲
酒
戒
）
を
授
け
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
別
授
具
持
の
九
衆
の
戒
）

　
　
　
﹇
出
家
者
﹈

　
　
　
　

比
丘
・
比
丘
尼
・
・
・
・
三
聚
浄
戒　

十
重
四
十
八
軽
戒

　
　
　
　

沙
弥
・
沙
弥
尼
・
・
・
・
菩
薩
の
十
戒

　
　
　
　

式
叉
摩
那
・
・
・
・
・
・
菩
薩
の
六
法
戒

　
　
　
　

出
家
男
・
出
家
女
・
・
・
菩
薩
の
八
戒

　
　
　
﹇
在
家
者
﹈

　
　
　
　

優
婆
塞
・
優
婆
夷
・
・
・
菩
薩
の
五
戒

（
参
考
・
引
用
文
献
）
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戒
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台
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叢
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版
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十
年
九
月
刊
）
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円
頓
戒
概
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』
恵
谷
隆
戒
著
・
大
東
出
版
社
（
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
発
行
）

　
『
天
台
円
戒
概
説
』（『
天
台
学
概
論
』
福
田
堯
穎
著
・
中
山
書
房
仏
書
林
に
所
載
）

　
『
天
台
宗
史
概
説
』
硲
慈
弘
著
・
大
蔵
出
版
（
昭
和
四
十
四
年
八
月
発
行
）

　
『
律
宗
概
論
』
徳
田
明
本
著
・
百
華
苑
（
昭
和
四
十
四
年
十
月
発
行
）

　
『
日
本
仏
家
人
名
辞
書
』
鷲
尾
順
敬
編
・
東
京
美
術
（
昭
和
六
十
二
年
発
行
）

　

 「
円
頓
戒
律
紛
争
史
一
班
」
末
広
照
啓
（『
山
家
学
報
』
第
九
号
、
大
正
七
年
九
月
号
に

所
載
）

　
「
続
円
頓
戒
律
紛
争
史
一
班
」
末
広
照
啓
（『
山
家
学
報
』
第
十
二
号
に
所
載
）

　

 「
円
の
十
善
戒
に
対
す
る
敬
光
律
師
の
主
張
」（『
叡
山
学
報
』
五
、一
九
三
二
年
四
月
発

行
に
所
載
）

　

 「
敬
光
の
学
風
│
そ
の
求
学
的
態
度
│
」（『
天
台
学
報
』
一
六
、一
九
七
四
年
十
月
発
行

に
所
載
）

（
付
記
・
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
）

　
『
梵
網
律
宗
僧
戒
説
』
全
一
巻
（
敬
光
顕
道
述
）　

寛
政
五
年
刊
（
版
本
）　

　

 

テ
キ
ス
ト
の
校
対
は
、
法
泉
寺
住
職
・
松
本
義
明
師
所
蔵
本
、
大
谷
大
学
所
蔵
本
、
四

天
王
寺
大
学
所
蔵
本
を
参
照
し
た
。（
松
本
義
明
師
の
御
教
示
に
対
し
、
茲
に
深
謝
す

る
次
第
で
あ
る
。）

　

尚
、
本
書
の
版
元
は
京
都
六
角
通
寺
町　

柳
枝
軒　

小
川
多
左
衛
門
と
な
っ
て
い
る
。

　

 
本
稿
の
『
梵
網
律
宗
僧
戒
説
』
ノ
ー
ト
お
い
て
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
全
文
を
初
め
て

活
字
翻
刻
し
、　

文
末
に
自
ら
の
語
彙
・
注
釈
、
解
釈
ノ
ー
ト
を
付
し
た
。
尚
、
読
み

は
出
来
る
だ
け
原
文
に
則
し
て
読
み
下
し
、
句
読
点
は
原
意
を
斟
酌
し
な
が
ら
、
自
ら

付
し
た
訳
で
あ
る
が
、
高
見
の
批
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。


